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～学校ブランドを高める空間づくり～
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学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
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研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～
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32
回
教
職
受
験
対
策
研
修
会

平成 28 年度 茗渓会賞
芸術部門受賞者

受講風景

小谷  恵子さん
（クラフト）

推薦者　宮原  克人先生
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河原  由佳さん
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受講生による模擬授業



神
定
さ
ん
は
修
士
の
二
年
間
小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般
の
方
々

を
対
象
と
し
て
科
学
実
験
・
工
作
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
き
た
。

⽛
分
か
り
や
す
く
、
不
思
議
で
面
白
い
科
学
実
験
・
工
作
を
児
童

生
徒
に
体
験
し
て
ほ
し
い
⽜
と
い
う
目
的
で
は
じ
め
た
⽛
日
常
生

活
に
密
着
し
た
体
験
型
の
講
座
⽜
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
董
さ
ん
は
、
自
身
の
博
士
研
究
に
お
け
る
高
分
子
合
成

と
実
験
装
置
作
成
の
経
験
を
生
か
し
、
主
と
し
て
児
童
向
け
の
理

科
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。
つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
筑
波

大
学
重
点
公
開
講
座
、
小
中
学
校
で
の
理
科
教
育
な
ど
、
日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
を
駆
使
し
て
、
国
際
都
市
つ
く
ば
で
国
籍
を
問
わ

ず
に
理
科
教
育
活
動
を
行
い
、
修
士
か
ら
の
筑
波
大
学
の
五
年
間

で
二
千
人
以
上
の
児
童
生
徒
を
指
導
し
た
。

●
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
屋
外
走
行
全
課
題
ク
リ
ア

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

安
藤

大
和
）

安
藤
さ
ん
を
中
心
と
す
る
⽛
筑
波
大
学
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室

チ
ー
ム
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｙ
⽜
は
、
屋
外
遊
歩
道
を
走
行
す
る
自
律
移
動

ロ
ボ
ッ
ト
の
公
開
技
術
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
⽛
つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン

ジ
⚒
⚐
⚑
⚖
⽜
で
、
出
場
し
た
58
台
中
で
唯
一
、
す
べ
て
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
二
キ
ロ
を
完
走
し
、⽛
つ
く
ば
市
長
賞
⽜
を
獲
得
し

た
。
安
藤
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
長
期
間
の
準
備
と
練

習
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
筑
波
大
学
の
技
術
力
の
高
さ
を
社
会
に

示
し
た
。

●
市
民
主
導
の
川
づ
く
り
へ
の
支
援
活
動

（
構
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻

坂
本

貴
啓
）

坂
本
さ
ん
は
、
全
国
の
河
川
市
民
団
体
を
調
査
分
析
し
て
得
た

知
見
と
経
験
を
も
と
に
、
数
多
く
の
論
文
等
で
事
例
を
紹
介
し
た

ほ
か
、
大
阪
や
鹿
児
島
な
ど
各
地
の
市
民
主
導
型
の
川
づ
く
り
の

現
場
に
赴
い
て
、
講
演
し
た
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
し

て
川
づ
く
り
の
大
切
さ
を
広
く
発
信
し
た
。

そ
し
て
、
第
⚙
回
関
東
⽛
川
の
日
⽜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

●
山
形
県
金
山
町
の⽛
全
町
ま
る
ご
と
博
物
館
⽜活
動
の
推
進

（
教
育
基
礎
学
専
攻

蜂
屋

大
八
）

蜂
屋
さ
ん
は
、⽛
町
並
み
景
観
づ
く
り
100
年
運
動
⽜
を
進
め
る
な

ど
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
来
た
山
形
県
金
山
町
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、⽛
地
元
学
⽜
の
住
民
の
学
習
活
動
を
立
ち
上
げ
た

り
、
総
務
省
の
⽛
域
学
連
携
⽜
の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
こ
の
町
の

地
域
特
性
を
調
査
し
、
地
域
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
る
⽛
全
町

ま
る
ご
と
博
物
館
活
動
⽜
を
展
開
し
た
り
す
る
な
ど
、
金
山
町
の

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

●
地
域
訪
問
看
護
事
業
に
対
す
る
支
援
及
び
貢
献

（
生
涯
発
達
専
攻

平
野

智
子
）

平
野
さ
ん
は
、
台
東
区
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

区
内
外
の
高
齢
者
・
単
身
者
等
へ
の
訪
問
看
護
ケ
ア
業
務
に
携
わ

る
一
方
で
、
著
書
⽛
介
護
と
看
取
り
⽜（
毎
日
新
聞
出
版
）
の
出
版

や
専
門
誌
へ
の
寄
稿
な
ど
に
よ
っ
て
、
訪
問
看
護
の
現
場
の
実
情

を
広
く
訴
え
て
き
た
。
ま
た
、⽛
在
宅
ケ
ア
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
⽜（
日
本
看
護
協
会
出
版
会
）
の
刊
行
に
も
関
わ
り
、

ケ
ア
従
事
者
へ
の
支
援
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
平
野
さ

ん
の
研
究
は
学
術
的
意
義
も
高
く
、
訪
問
看
護
師
の
支
援
に
多
大

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

●
フ
レ
ッ
ク
ス
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
イ
ド
活
動

（
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
専
攻

髙
谷

昌
樹
）

茨
城
県
で
は
、
高
校
改
革
の
一
環
と
し
て
、
不
登
校
や
い
じ
め

等
で
学
校
不
適
応
の
生
徒
に
対
し
て
そ
の
支
援
を
目
指
し
、
県
立

高
校
の
一
部
を
三
部
制
単
位
制
高
校
（
通
称
フ
レ
ッ
ク
ス
ス
ク
ー

ル
）
に
改
編
し
た
。

髙
谷
さ
ん
は
、
そ
の
多
様
な
課
題
を
持
つ
個
々
の
生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
高
校
か
ら
派
遣
要
請
を
受
け

た
筑
波
大
学
大
学
院
生
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
、
生
徒
か

ら
も
慕
わ
れ
、
後
輩
の
模
範
と
な
っ
て
本
活
動
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
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第
15
回
(平
成
28
年
度
）

茗
渓
会
賞
受
賞
者
紹
介

受
賞
者
紹
介
（
順
不
同

敬
称
略
）

●
小
中
高
生
か
ら
一
般
の
方
々
ま
で
に
理
科
実
験
活
動

（
物
性
・
分
子
工
学
専
攻

神
定

輝
光
）

（
物
性
・
分
子
工
学
専
攻

董

九
超
）

 

 



















































































大
学
院
生
の
社
会
貢
献
活
動
・
研
究
と

芸
術
分
野
で
顕
彰
さ
れ
た
方
々

平
成
14
年
、
茗
渓
会
は
創
基
百
三
十
年
を
記
念
し
て
、
人

材
育
成
功
労
者
と
青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
を
対
象

と
す
る
顕
彰
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
一

般
の
方
々
の
社
会
貢
献
活
動
に
対
し
て
も
顕
彰
対
象
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
筑
波
大
学
の
大
学
院
生

の
社
会
貢
献
活
動
や
研
究
も
顕
彰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
茗
渓
会
で
は
こ
う
し
た
大
学
院
生
の
社
会
貢
献
活

動
や
研
究
だ
け
で
な
く
、
芸
術
分
野
で
優
れ
た
卒
業
作
品
を

制
作
し
た
学
生
に
対
し
て
も
、
毎
年
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
前
号
（
平
成
29
年
正
月
号
）
で
は
、
社
会
貢
献
活

動
で
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
一
般
の
方
々
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
や
研
究
で
顕
彰

さ
れ
た
大
学
院
生
（
修
了
者
）
と
芸
術
分
野
で
顕
彰
さ
れ
た

学
生
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
、
茗
渓
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
学
院
生
（
修
了
者
）

は
25
名
で
す
。
大
学
院
生
（
修
了
者
）
の
社
会
貢
献
活
動
や

研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
関
わ
る
も
の
、
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
も
の
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
め
ざ
す
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
6
件
の
活
動
・
研
究
を

具
体
的
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
芸
術
分
野
で
茗
渓
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
3
名
で

す
。
そ
の
作
品
は
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。



3

平成28年度 茗渓会賞 (大学院修了者)受賞者・活動テーマ

教育研究科 スクールリーダーシップ開発 髙谷 昌樹 樋口 直宏 茨城県立フレックススクール（⚓部制高校）における
キャンパスエイド活動

教科教育 駒場 俊博 森田 純 疑問発生の研究と桜川市立紫尾小学校の全校的な取組
への活用・貢献

グローバル
教 育 院

エンパワーメント情報学プロ
グラム

村田 耕一 岩田 洋夫 人間拡張工学に基づく装着型機器に関する研究成果の
アウトリーチ活動

図書館情報
メ デ ィ ア

図書館情報
メディア

チランティ ジャヤンパティニ
ウィジェスンダラ※

佐藤 哲司 国際化の推進活動
※Chiranthi Jayampathini Wijesundara

研 究 科 専 攻 受賞者氏名 推薦専攻長 テ ー マ

数理物質科学 数学 中山 優吾 加藤 久男 国際的研究集会の企画立案、研究成果の発信に貢献

物性・分子工学 神定 輝光 日野 健一 小中高生及び一般を対象とした理科実験への社会貢献

董 九超 日野 健一 小中高生への理科啓蒙活動

シ ス テ ム
情 報 工 学

社会工学 湯本 崇 谷口 守 自治体における道路維持管理業務の効率化のための支
援システム構築とその活用推進活動

リスク工学 神原 佑輔 鈴木 勉 暗号演算ライブラリTEPLAの開発・公開によるセキ
ュリティシステム設計の支援

コンピュータサイエンス 安藤 大和 加藤 和彦 つくばチャレンジ2016における自律移動ロボットの屋
外走行課題達成

知能機能システム 工藤 佑介 森田 昌彦 つくば市今鹿島小学校における図書紹介ロボットを介
した教育支援

川岸 卓司 森田 昌彦 研究の産業界等へのアウトリーチ活動及びコンテスト
等における広報活動

構造エネルギー工学 坂本 貴啓 西岡 牧人 市民主導の川づくりへの支援活動

生命環境科学 生物資源科学 赤塚 愛里 山岡 裕一 台湾、中国での交流活動、西安地区校友会発足に貢献

生物機能科学 石丸 友博 田中 俊之 高校生に対する先端生命科学研究の啓発活動への貢献

環境バイオマス共生学 清永 郁香 鈴木 石根 サイエンスコミュニケーションの推進活動

人間総合科学 教育学 赤池 悠 浜田 博文 児童養護施設の子どもたち及び退所者への自立支援活
動

教育基礎学 蜂屋 大八 浜田 博文 山形県最上郡金山町の全町まるごと博物館活動の推進

学校教育学 那 楽 甲斐雄一郎 筑波大学と東北師範大学のダブルディグリー・プログ
ラム締結への貢献

障害科学 堀 みさき 野呂 文行 視覚障害のある学生のための支援活動

心理学 長峯 聖人 原田 悦子 教育テスト研究センターの連携研究及び子どもの学習
や適応に関するサポート活動

生涯発達 平野 智子 小澤 温 地域訪問看護事業に対する支援及び貢献

生涯発達科学 竹中 啓介 藤生 英行 失語症会話パートナーの派遣

ヒューマン・ケア 宮田 澄子 庄司 一子 地域福祉への支援活動、高齢者ケアの向上に貢献

感性認知脳科学 猪俣 朋恵 小川 園子 発達性読み書き障害のある児童への支援活動

芸術 岩田祐佳梨 守屋 正彦 アートとデザインの活用による病院環境の改善活動

平成28年度 茗渓会賞 (芸術部門)受賞者・作品名
所 属 領 域 受賞者氏名 推薦専攻長 作 品 名（作品の概要)

芸術専門学群 クラフト 小谷 恵子 宮原 克人 ⽛記憶⽜

洋画コース 河原 由佳 内藤 定壽 ⽛アトリエ⽜

人 間 総 合
科学研究科

洋画 荒木 名月 福満正志郎 ⽛話の話⽜、⽛瞼の裏の補助線⽜
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当
職
員
が
調
整
す
る
。
収
録
日
の
前
日
か
前
々
日
に
出
る
校
了
ゲ

ラ
を
一
晩
で
下
読
み
し
、
録
音
当
日
は
ま
ず
固
有
名
詞
の
読
み
の

確
認
と
読
み
処
理
の
打
合
せ
。
細
か
い
表
が
ぎ
っ
し
り
の
号
は
打

ち
合
わ
せ
だ
け
で
も
一
時
間
近
く
か
か
る
。
そ
れ
か
ら
誤
読
を
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
録
っ
て
い
く
。
そ
の
デ
ー
タ
を
広
報
課
の
校
正

を
経
て
職
員
が
デ
ジ
タ
ル
編
集
し
マ
ス
タ
ー
が
完
成
す
る
。
音
声

版
希
望
者
に
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
を
コ
ピ
ー
し
発
送
す
る
作
業
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
利
用
者
の
手
作
業
。
こ
う
し
た
受
託
事
業
収
入
が
わ
ず

か
で
も
利
用
者
の
工
賃
に
加
算
さ
れ
る
。

先
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
お
楽
し
み
会
が
あ
っ
た
。
利
用
者
と
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
二
十
五
名
の
参
加
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
読
み
合

わ
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
点
訳
さ
れ
た
図
書
を
パ
ソ
コ
ン

に
精
通
し
た
し
た
視
覚
障
害
者
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、
原
本
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
校
正
す
る
の
だ
。
さ
て
こ
の
日
の
会
は
、
ま
ず
お
弁

当
と
職
員
手
作
り
の
豚
汁
で
腹
ご
し
ら
え
。
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
短
編
の
朗
読
。
朗
読
を
聞
く
な
ん
て
初
め
て
と
い
う
利
用

者
も
い
て
、
物
語
を
聞
く
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
れ
た
よ
う
だ
っ

た
。
点
字
の
歌
詞
カ
ー
ド
を
指
で
読
み
な
が
ら
演
歌
を
披
露
す
る

人
。
物
ま
ね
は
、
セ
ン
タ
ー
理
事
長
や
職
員
の
声
や
し
ゃ
べ
り
方

の
特
徴
を
見
事
に
と
ら
え
て
い
て
大
爆
笑
！
に
わ
か
ユ
ニ
ッ
ト

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
全
盲
職
員
と
晴
眼
職
員
二
人
）
は
歌
と

演
奏
を
披
露
。
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
こ
れ
は
耳
の
い
い
人

た
ち
が
断
然
強
い
。
冗
談
を
言
っ
て
笑
い
合
う
こ
の
時
間
に
障
害

は
消
え
て
い
た
。

四
十
年
も
前
に
、
初
め
て
対
面
朗
読
で
中
途
失
明
の
方
と
出
会

っ
た
。
二
時
間
の
朗
読
を
終
え
る
と
、
初
老
の
男
性
は
、
も
し
帰

る
方
向
が
同
じ
な
ら
途
中
の
信
号
ま
で
送
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い

う
。
外
へ
出
る
と
空
を
見
上
げ
⽛
オ
ヤ
、
曇
っ
て
き
ま
し
た
ね
⽜

…
私
は
仰
天
し
た
。
も
し
や
見
え
て
い
た
の
か
と
思
っ
た
の
で
あ

る
。
私
の
気
持
ち
を
察
し
た
か
の
よ
う
に
、⽛
来
た
と
き
は
肌
に
当

た
る
日
差
し
が
し
っ
か
り
暖
か
か
っ
た
の
に
今
は
そ
れ
が
感
じ
ら

れ
な
い
か
ら
ね
⽜
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
し
ば
ら
く
歩
く
と
⽛
あ
、

こ
の
交
差
点
で
！
あ
と
は
大
丈
夫
で
す
か
ら
⽜。
店
が
並
ん
で
い

て
空
気
の
動
き
が
な
か
っ
た
道
が
、
ぱ
っ
と
ひ
ら
け
て
空
気
が
流

れ
四
つ
角
だ
と
わ
か
る
。
そ
う
し
た
角
が
い
く
つ
目
な
の
で
こ
こ

が
自
分
の
曲
が
る
道
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。⽛
白
杖
を
つ
い
て
道

の
端
を
歩
く
と
却
っ
て
危
な
い
か
ら
、
堂
々
と
真
中
を
歩
く
ん
で

す
よ
⽜
と
そ
の
人
は
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。
目
が
見
え
な
い
生
活

っ
て
こ
ん
な
な
ん
だ
よ
と
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
そ
の
恩
人
も
、

も
う
い
な
い
。
そ
の
頃
の
私
に
は
⽛
障
害
⽜
は
相
手
と
関
わ
る
う

え
で
⽛
大
き
な
戸
惑
い
⽜
だ
っ
た
。

⽛
人
間
は
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
す
る
と
、
そ
の
も
の
を
意

識
し
な
く
な
る
⽜
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
当
に
そ
う
だ
。

⽛
国
対
国
、
人
種
対
人
種
、
言
語
の
違
い
と
同
じ
よ
う
に
異
な
る
身

体
（
生
育
背
景
、
知
識
、
知
覚
様
式
等
）
を
も
つ
障
が
い
者
と
健

常
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
⽜（
岩

隈
美
穂
京
都
大
学
準
教
授
）
と
考
え
る
と
、
何
だ
か
日
頃
そ
ば
に

い
る
利
用
者
の
人
た
ち
が
私
に
い
ろ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

く
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
視
覚
障
害
者
の
権
利
の
た
め
に
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
ま
だ
ま
だ
続
く
が
、
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
取
り
除
く
妙
薬
だ
。

自
分
の
無
知
を
恥
じ
た
若
き
日
、
婦
選
会
館
（
当
時
）
の
講
座

に
通
っ
て
勉
強
し
た
。⽛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
胸
の
扉
を
た
た

く
こ
と
、
人
に
き
ち
ん
と
関
わ
る
こ
と
か
ら
始
め
な
さ
い
⽜⽛
誰
か

ら
も
強
制
さ
れ
な
い
が
、
自
ら
に
課
し
た
義
務
を
、
責
任
を
も
っ

て
引
き
受
け
、
自
ら
を
裏
切
る
こ
と
な
し
に
は
そ
の
義
務
を
投
げ

出
さ
な
い
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
き
る
世
界
⽜
こ
の
教
え
が
私

の
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。
見
え
な
い
と
い

う
世
界
の
文
化
か
ら
学
び
、
朗
読
者
と
し
て
の
専
門
性
を
活
か
し

て
見
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
世
界
を
共
通
の
言
葉
に
し
て

⽛
声
⽜
で
伝
え
る
。
こ
れ
が
今
の
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

⽛
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
⽜
声
を
か
け
一
階

作
業
所
を
通
り
二
階
の
録
音
ス
タ
ジ
オ
へ
。
こ
こ

は
杉
並
区
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
視
覚
障
害
者
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
。
一
階
は
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す

る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
視
覚
障
害

に
加
え
て
身
体
、
知
的
、
精
神
的
な
困
難
さ
を
抱

え
た
人
た
ち
が
通
う
就
労
訓
練
施
設
で
あ
る
。
こ

こ
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て
三
十
年
近

い
。
点
字
出
版
を
主
に
視
覚
障
害
者
の
学
習
環
境

の
整
備
、
職
域
拡
大
、
社
会
の
理
解
促
進
の
た
め

様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
セ
ン
タ
ー
で
私
が
担
う

の
は
、
広
報
関
係
の
音
声
版
製
作
で
あ
る
。
区
の

⽛
広
報
⽜、⽛
区
議
会
だ
よ
り
⽜、
セ
ン
タ
ー
発
行
の

専
門
誌
⽝
月
刊
視
覚
障
害
⽞。
他
に
も
⽛
暮
ら
し
の

便
利
帳
⽜⽛
障
害
者
の
手
引
き
⽜⽛
高
齢
者
の
し
お

り
⽜
等
、
年
末
に
は
⽛
ご
み
・
資
源
の
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
⽜
の
受
注
も
入
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
モ

ニ
タ
ー
と
収
録
を
担
当
す
る
。
根
気
と
時
間
の
要

る
作
業
だ
。
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
収
録
日
を
担

視
覚
障
害
と
い
う
異
文
の
そ
ば
で

～
私
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
～

第
五
回
受
賞

小
川
道
子
氏
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て
は
み
た
も
の
の
、
抹
茶
用
の
茶
碗
に
ま
じ
り
小
丼
み
た
い
な
も

の
も
あ
り
、
と
て
も
年
配
の
力
弱
き
女
性
に
は
手
に
取
っ
て
飲
め

る
も
の
で
は
な
く
、
取
り
敢
え
ず
お
盆
、
棗
、
茶
筅
、
建
水
な
ど

持
参
し
て
立
礼
の
盆
点
前
と
い
う
事
で
始
め
ま
し
た
。

茶
道
と
申
し
ま
し
て
も
、
現
実
は
、
一
服
の
抹
茶
と
お
菓
子
を

楽
し
む
会
で
、
堅
苦
し
い
礼
儀
作
法
な
ど
は
申
し
ま
せ
ん
。
女
性

の
方
は
娘
時
代
に
花
嫁
修
業
で
習
い
ま
し
た
と
い
う
方
が
多
く
、

⽛
お
相
伴
い
た
し
ま
す
⽜⽛
お
先
に
頂
戴
い
た
し
ま
す
⽜⽛
お
点
前
頂

戴
い
た
し
ま
す
⽜⽛
結
構
な
お
服
か
げ
ん
で
⽜
な
ど
と
き
ち
ん
と
挨

拶
さ
れ
、
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
又
、
飲
み
方
も
茶
碗
を
手
前

か
ら
回
し
た
り
と
流
派
に
よ
り
色
々
あ
り
ま
す
の
で
、
茶
碗
の
正

面
を
は
ず
せ
ば
、
皆
さ
ん
の
お
好
き
な
様
に
や
っ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

又
、
男
性
の
中
に
は
濃
茶
の
回
し
飲
み
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の

か
、
回
し
飲
み
な
ん
か
出
来
な
い
と
言
っ
て
眠
っ
た
ふ
り
を
さ
れ

た
り
、
青
汁
み
た
い
で
嫌
だ
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
薄
茶

で
一
椀
一
人
ず
つ
で
す
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
な
ら
と
、
一
粒
の

干
菓
子
と
共
に
初
め
て
飲
ん
だ
抹
茶
が
苦
く
な
い
と
い
う
事
が
わ

か
り
、⽛
う
ま
い
‼
お
代
り
‼
⽜
と
嬉
し
い
言
葉
を
頂
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

抹
茶
と
言
う
と
苦
く
て
作
法
が
堅
苦
し
く
て
と
思
わ
れ
て
い
る

様
で
、
あ
ま
り
む
つ
か
し
い
事
は
言
わ
ず
、
楽
し
く
一
服
の
抹
茶

と
お
菓
子
を
味
わ
っ
て
頂
く
と
い
う
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
続
け
て
お

り
ま
す
。

通
所
の
方
々
に
楽
し
く
抹
茶
を
頂
い
て
も
ら
う
為
に
は
介
護
士

の
方
々
の
協
力
が
な
く
て
は
出
来
ま
せ
ん
。
お
菓
子
や
お
茶
を
運

ん
だ
り
、
茶
碗
を
洗
っ
た
り
、
琴
の
音
を
流
し
て
下
さ
っ
た
り
と

大
忙
し
な
の
で
す
が
、⽛
そ
の
後
の
抹
茶
が
楽
し
み
で
す
か
ら
⽜
と

快
く
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る
の
で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
来
た
様
で
、

益
々
介
護
士
さ
ん
の
仕
事
の
大
変
さ
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

抹
茶
を
点
て
な
が
ら
、
通
所
の
人
達
と
季
節
の
話
題
、
着
物
や

帯
の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
話
な
ど
、
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

年
々
、
通
所
さ
れ
る
方
々
と
の
年
齢
が
近
づ
い
て
来
て
い
ま
す

の
で
、
い
つ
迄
、
私
も
続
け
ら
れ
る
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
帯
が
結
べ
な
く
な
っ
た
り
、
茶
筅
が
触
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
迄
、
細
々
と
茶
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
行
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

普
段
着
は
、
夫
の
介
護
で
車
椅
子
を
押
し
た
り
す
る
の
で
、
Ｇ

パ
ン
ス
タ
イ
ル
で
過
ご
し
て
し
ま
う
の
で
、
和
服
を
着
る
の
も
良

い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
の
も

体
力
が
要
り
ま
す
の
で
年
寄
り
の
冷
や
水
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
週

一
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
続
け
て
お
り
ま
す
。

読
み
返
す
介
護
日
記
や
日
脚
伸
ぶ
（
園
子
）

茶
道
は
一
期
一
会
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
今
月
お
会
い
し
た
方
と

又
、
来
月
お
会
い
出
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。⽛
気
楽
に
抹
茶
を
⽜

と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

夏
帯
を
き
り
り
と
締
め
て
茶
の
指
南
（
園
子
）

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
身
に
余
る
賞

を
頂
戴
し
て
か
ら
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
夫
の
入
院
、
胃
ろ
う
を
付
け
て
の

退
院
と
な
り
、
家
庭
介
護
で
訪
診
の
先
生
や
看
護

師
さ
ん
の
手
助
け
で
一
年
半
か
け
て
栄
養
液
ば
か

り
に
頼
ら
ず
、
口
か
ら
の
食
事
が
出
来
る
様
に
な

り
、
胃
ろ
う
も
そ
ろ
そ
ろ
外
す
こ
と
も
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
最
近
、
風
邪
を
引
き
、
又
々
栄
養

液
を
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
難
病
の
進
行
も
あ
り
、
今
迄
の

毎
週
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
無
理
に
な
り
ま
し

た
。
茶
道
の
方
は
、
も
う
一
か
所
頼
ま
れ
て
断
り

き
れ
ず
、
二
ヶ
所
で
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の
方
も
転
勤
、

出
産
、
家
庭
の
事
情
等
と
い
う
事
で
異
動
さ
れ
た

り
、
退
職
さ
れ
る
方
も
多
く
、
介
護
の
現
場
の
大

変
さ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
通
所
さ
れ
る
方

も
顔
な
じ
み
の
方
が
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

の
は
寂
し
い
こ
と
で
す
。

茶
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
云
い
ま
し
て
も
、
後

か
ら
頼
ま
れ
た
所
は
、
茶
碗
が
あ
る
の
で
お
茶
だ

け
点
て
て
欲
し
い
と
云
わ
れ
、
簡
単
に
引
き
受
け
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一

全
国
調
査
か
ら
見
え
て
き
た

各
地
域
組
織
の
実
態
(自
立
度
)に
つ
い
て

㈠

地
域
の
自
立
度
に
は
、
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
支
援
策
は
一
律
で
は
な
く
て
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
た

支
援
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

よ
る
支
援
強
化
な
ど
。

㈡

自
立
度
の
高
い
地
域
で
は
、
実
行
力
、
活
動
力
の
あ
る
役
員

の
存
在
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
若
手
を
役
員
に
選
出
す
る
な
ど
、
次
の
時
代
の
リ

ー
ダ
ー
を
計
画
的
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

㈢

自
立
度
の
高
い
地
域
で
は
、
組
織
の
あ
り
よ
う
を
見
直
し
、

会
員
の
増
強
や
組
織
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
域
内
を
⽛
地
区
⽜、⽛
行
政
⽜、⽛
学
校
⽜、⽛
企
業
⽜

等
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
役
員
を
任
命
し
、
緻
密
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

㈣

自
立
度
の
高
い
地
域
で
は
、⽛
新
入
会
員
の
促
進
⽜
や
⽛
会
費

納
入
率
ア
ッ
プ
⽜
に
つ
い
て
も
地
域
独
自
の
工
夫
と
活
動
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
互
助
事
業
を
拡
充
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
部
と
各

地
域
と
の
情
報
交
換
を
密
に
す
る
な
ど
の
連
携
強
化
が
必
要
で

あ
る
。

二

地
域
活
動
の
活
性
化
の
視
点

各
地
域
の
現
状
と
特
性
を
踏
ま
え
た
地
域
活
動
の
強
化
と
活
性

化
に
は
次
の
三
つ
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

①

地
域
の
実
態
に
適
応
し
た
支
援
の
あ
り
方

②

地
域
活
動
活
性
化
の
た
め
の
支
援
事
業
の
構
築

③

本
部
に
対
す
る
要
望
等
へ
の
対
応

〇
各
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
支
援
策
の
方
向

㈠

地
域
の
自
立
度
に
応
じ
、
組
織
の
あ
り
方
や
役
員
の
選
出
方

法
の
見
直
し
を
図
る
。

㈡

各
地
域
内
で
活
動
し
て
い
る
卒
業
生
の
グ
ル
ー
プ
を
探
し
出

し
、
そ
の
中
心
人
物
（
特
に
、
筑
波
大
学
卒
業
生
）
を
役
員
に

加
え
る
。

㈢

各
地
域
の
実
態
（
自
立
度
）
に
あ
わ
せ
、
三
年
程
度
を
目
途

と
し
た
支
援
（
例
え
ば
、
本
部
の
組
織
委
員
が
参
加
し
て
組
織

強
化
策
を
作
成
す
る
等
）
を
行
う
。

㈣

異
業
種
交
流
の

実
施
地
域
の
実
態

を
踏
ま
え
、
企
業

人
等
に
よ
る
交
流

会
の
全
国
展
開
を

推
進
す
る
。

㈤

季
刊
誌⽝
茗
渓
⽞

の
⽛
茗
渓
･東
西

南
北
⽜
や
⽛
桐
の

葉
の
つ
ど
い
⽜
で

地
域
の
活
動
状
況

や
会
員
動
向
の
周

知
を
図
る
。

〇
地
域
支
援
に
つ
い
て
の
本
部
（
組
織
委
員
会
）
の
姿
勢

地
域
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
支
援
策
を
提
案
す
る
な
ど
、
各

地
域
の
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

そ
の
結
果
を
Ｈ
Ｐ
や
会
報
等
で
公
開
し
、
各
地
域
と
の
情
報
の

共
有
化
を
図
る
。

㈠

情
報
公
開
の
制
約
は
あ
る
が
、
卒
業
生
や
新
入
生
の
デ
ー
タ

を
で
き
る
だ
け
入
手
し
、
年
度
当
初
に
各
地
域
に
情
報
提
供
す

る
。

㈡

会
費
や
寄
附
（
フ
ェ
ロ
ー
）
の
使
途
や
成
果
に
つ
い
て
周
知

し
、
会
費
納
入
率
の
向
上
を
図
る
。

㈢

会
費
完
納
者
の
情
報
等
を
各
地
域
に
提
供
す
る
。

㈣

各
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
部
と
各
地
域
で
連
携
を
取

り
つ
つ
改
善
策
を
考
え
る
。

㈤

筑
波
大
学
（
筑
波
大
学
茗
渓
会
を
含
む
）
と
は
一
層
の
連
携

を
図
り
、
筑
波
大
学
の
学
生
、
大
学
院
生
へ
の
支
援
を
推
進
す

る
。

㈥

公
開
講
座
に
つ
い
て
は
、
筑
波
大
学
の
学
生
等
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
企
画
や
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
す
る
講
座
の
企
画

や
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

筑波大学総合交流会館内(筑波事務所)

組織委員会報告 茗渓会の仲間を大切にする同窓会活動！
～地域組織の活動の活性化に向けて～

一般社団法人茗渓会は、平成28年⚑月、茗渓会の今後の運営の基本大綱である⽛レビューと中期将来計画⽜を発表
しましたが、組織委員会では、この基本大綱に基づきʠ地域組織の強化と活性化のためにいま何ができるかʡの検討
に着手しました。
そのため、まず、平成28年⚖月に全国の地域組織等（以下、⽛地域⽜という。）の実態調査を行いました｡
この調査には、37の地域から回答（回答率⚘割）をいただきましたが、組織委員会ではこの調査結果を踏まえ、
Ⅰ．会員にとって魅力ある茗渓会とはどのようなものであったらいいか

（茗渓会は人的ネットワークを構築できているか、また会員に有効なサービスができているか）
Ⅱ．地域の活動を活性化していくために中央組織（以下、⽛本部⽜という。）と地域はどのような連携が必要か
などを柱に協議を進めてきました。
そこで、今回の⽛組織委員会報告⽜では、これまで協議してきた方向と、⚒月11日に茗渓会館で開かれた関東甲信
越ブロックの代表者会議での協議概要を報告いたします。



67

三

新
入
会
員
勧
誘
の
た
め
の
支
援
策

筑
波
大
学
を
卒
業
し
、
各
地
域
で
企
業
や
行
政
や
教
育
の
仕
事

に
就
い
た
学
生
・
大
学
院
生
に
と
っ
て
、
茗
渓
の
先
輩
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
自
ら
の

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
つ
な
が
る
大
き
な
、
そ
し
て
貴
重
な
情
報
に

な
る
。

そ
こ
で
組
織
委
員
会
と
し
て
は
、
茗
渓
人
脈
を
つ
な
ぐ
⽛
人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
⽜
を
構
築
し
、
学
生
・
大
学
院
生
と
先
輩
と
の
交

流
の
機
会
を
、
本
部
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
も
設
け
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

〇
各
地
域
で
の
活
動
の
方
向

㈠

地
域
組
織
の
見
直
し
を
行
う
。

会
員
構
成
は
、⽛
地
区
⽜、⽛
行
政
⽜、⽛
学
校
⽜、⽛
企
業
⽜
等
に
区

分
し
、
担
当
幹
事
を
決
め
て
、
未
加
入
の
同
窓
の
勧
誘
等
を
積

極
的
に
行
う
。

㈡

企
業
や
行
政
や
教
育
の
場
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
を
通
じ
て

未
加
入
の
筑
波
大
学
出
身
者
に
茗
渓
会
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

㈢

地
域
の
茗
渓
会
の
Ｈ
Ｐ
や
会
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

に
よ
り
勧
誘
活
動
を
推
進
す
る
。

㈣

地
域
の
会
報
の
発
行
、
会
員
名
簿
の
作
成
等
に
よ
り
、
会
員

間
の
交
流
を
深
め
る
。

㈤

懇
親
会
費
や
各
部
会
へ
の
補
助
金
等
、
新
会
員
の
負
担
軽
減

を
検
討
す
る
。

〇
新
入
会
員
の
勧
誘
支
援
に
つ
い
て
の
本
部
の
姿
勢

㈠

卒
業
生
や
新
入
生
の
デ
ー
タ
を
で
き
る
だ
け
入
手
し
、
年
度

当
初
に
各
地
域
に
情
報
提
供
す
る
。

㈡

会
費
納
入
増
を
図
る
た
め
に
、
会
費
の
主
な
用
途
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
や
季
刊
誌
等
で
公
開
す
る
。

㈢

本
部
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
等
の
内
容
を
一
層
魅
力
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
情
報
の
受
発
信
を
推
進
す
る
。

㈣

会
員
が
仕
事
上
の
知
識
･情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
会
合
を

企
画
・
運
営
す
る
。

四

会
費
納
入
率
向
上
の
た
め
の
支
援
策

会
費
納
入
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
会
員
に
会
費
が
茗
渓
会
の

活
動
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
会
費
未
納
者
へ
の
督
促
の
工
夫
、
入
金
方
法
の
改

善
等
が
必
要
で
あ
る
。

〇
各
地
域
で
の
自
助
活
動
の
方
向

㈠

総
会
等
で
は
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

㈡

会
費
未
納
会
員
へ
の
督
促
活
動
を
一
層
推
進
す
る
。

㈢

若
い
会
員
の
会
費
納
入
に
対
す
る
意
識
改
革
を
行
う
。

㈣

会
費
完
納
者
や
フ
ェ
ロ
ー
会
員
等
の
先
輩
に
、
引
き
続
き
会

費
相
当
額
等
の
協
力
を
仰
ぐ
。

㈤

会
費
が
必
要
な
理
由
や
具
体
的
な
成
果
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
会
費
納
入
率
向
上
を
図
る
。

〇
会
費
納
入
率
向
上
支
援
策
に
つ
い
て
の
本
部
の
姿
勢

㈠

会
費
が
、
各
地
域
の
活
動
費
補
助
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
周
知
す
る
。

㈡

会
費
納
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
す

る
。

㈢

旧
称
⽛
乙
会
員
⽜
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
会
費
納
入
の
呼
び
か

け
を
促
進
す
る
。

㈣

筑
波
大
学
茗
渓
会
と
の
連
携
に
よ
り
、⽛
卒
業
生
名
簿
⽜
等
の

入
手
に
努
め
、
地
域
へ
情
報
提
供
を
行
う
。

㈤

会
費
納
入
方
法
の
改
善
策
と
し
て
、
従
来
の
銀
行
等
の
決
済

に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
す
る
。
入
金
方
法

改
善
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
を
行
う
。

五

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
の
開
催

今
回
の
調
査
で
熊
本
か
ら
次
の
よ
う
な
感
謝
の
言
葉
と
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、⽛
熊
本
地
震
の
発
生
を
受
け
、
茗
渓
会
の

皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
普

段
か
ら
、
隣
接
地
域
組
織
間
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
等
）
で
連
携
が
日

常
的
に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
有
事
の
際
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。⽜
と
い
う
も
の
。

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
で
は
、
今
後
、
会
員
確
保
、
会
費
納
入

促
進
、
互
助
事
業
の
推
進
等
に
合
わ
せ
て
、
有
事
の
際
の
支
援
体

制
の
あ
り
方
な
ど
も
含
め
て
、
地
域
組
織
間
の
交
流
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

六

本
部
に
対
す
る
要
望
や
必
要
な
対
策

江
田
理
事
長
は
⽛
茗
渓
会
は
、
全
国
の
地
域
組
織
の
集
合
体
で

あ
る
。⽜
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
部
と
全
国
地
域
と
の

連
携
の
大
切
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
各
地

ブロック別構成
Ⅰ．国内組織
Ａ 北海道
Ｂ 東北 (青森、岩手、秋田、宮城、
山形、福島）

Ｃ 関東甲信越 (筑波大学、茨城、
栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、
神奈川、山梨､新潟､長野）

Ｄ 北陸 (富山、石川、福井）
Ｅ 東海 (愛知、岐阜、三重、静岡）
Ｆ 近畿 (滋賀、奈良、和歌山、京
都、大阪、兵庫）

Ｇ 中国 (岡山、広島、鳥取、島根、
山口）

Ｈ 四国 (香川、徳島、愛媛、高知）
Ｉ 九州・沖縄 (福岡、佐賀、長崎、
大分、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄）

Ⅱ．国際組織
北京、台北、ロンドン、バンコク、
ニューヨーク、ソウル

互助事業をめぐる協議
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域
か
ら
二
十
二
件
の
質
問
･意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
組
織
委
員

会
と
し
て
も
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
積
極
的
の
応
え
て
い
く
た
め
、

次
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

（
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
策

）

〇
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等

㈠

会
員
（
総
会
等
の
参
加
者
）
の
確
保

①

会
員
増
を
図
る
た
め
に
は
、
筑
波
大
学
の
新
卒
者
の
情
報

や
会
員
の
異
動
情
報
な
ど
の
地
域
へ
の
開
示
が
必
要
で
は
な

い
か
。


本
部
と
地
域
の
連
携
の
も
と
で
、
メ
ー
ル
配
信
等
を
活
用
し
、

⽛
筑
波
大
学
新
聞
(新
入
生
リ
ス
ト
：
十
年
分
提
供
可
)⽜
等
の

必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

②

総
会
で
茗
渓
出
身
の
講
師
や
本
部
理
事
等
に
よ
る
講
演
会

等
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
会
員
相
互
の
交
流

の
場
を
充
実
さ
せ
た
い
。


茗
渓
卒
業
生
の
人
材
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
の
整
備
を
進
め
、
講

師
名
簿
を
各
地
域
に
提
供
し
ま
す
。

③

地
域
で
も
部
活
動
な
ど
を
通
し
て
帰
省
し
た
学
生
と
の
交

流
を
深
め
た
い
。


人
材
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
に
現
役
学
生
の
情
報
を
登
録
す
る
と

と
も
に
、
学
生
の
帰
省
時
に
部
活
動
や
就
職
関
係
の
交
流
会

等
を
行
う
こ
と
は
会
員
増
の
た
め
に
必
要
な
活
動
で
す
。
ぜ

ひ
本
部
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。

④

転
勤
や
転
居
に
よ
り
、
茗
渓
会
を
離
れ
て
し
ま
う
会
員
を

な
く
す
た
め
に
、
会
員
移
動
に
つ
い
て
本
部
及
び
他
支
部
と

の
連
携
を
は
か
り
た
い
。


転
勤
や
転
居
に
よ
り
所
属
地
域
が
変
わ
る
会
員
に
つ
い
て
の

情
報
は
、
本
部
と
地
域
と
の
日
常
的
な
情
報
交
換
が
肝
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
日
常
的
な
情
報
交
換
の
仕
組
み
を
考
え
ま

す
。（
例

移
動
情
報
を
様
式
化
し
て
送
受
信
す
る
。）

⑤

遠
隔
地
で
は
、
茗
溪
会
の
活
動
に
関
す
る
情
報
が
共
有
で

き
て
い
な
い
。
参
加
可
能
な
研
修
会
等
が
あ
れ
ば
、
地
域
組

織
内
に
も
情
報
を
周
知
し
た
い
。


情
報
の
共
有
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

機
能
の
活
用
に
よ
り
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

⑥

現
在
の
地
域
名
簿
が
古
く
更
新
が
必
要
。
本
部
か
ら
地
域

分
の
デ
ー
タ
を
毎
年
更
新
し
て
送
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
地

域
で
は
新
入
会
員
の
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
方
法
が
な
く
若
手

の
勧
誘
に
苦
労
し
て
い
る
。


本
部
か
ら
各
地
域
に
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
更
新
に
努
力
し
ま

す
。


各
地
域
で
も
ク
ラ
ス
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
等
の
諸
行
事
情
報

を
入
手
し
、
本
部
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。


会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
継
続
的
な
現
況
把
握
に
も

努
め
、
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
地
域
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。

⑦

教
職
以
外
の
卒
業
生
の
動
向
の
情
報
が
欲
し
い
。


本
部
で
も
努
力
し
ま
す
が
、
地
域
で
の
産
業
人
の
会
や
官
公

庁
職
員
と
の
会
の
開
催
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
本
部
の
協
力

が
必
要
で
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

㈡

各
種
情
報
の
⽛
見
え
る
化
⽜
の
推
進

①

新
卒
者
な
ど
の
新
会
員
情
報
や
会
費
や
寄
附（
フ
ェ
ロ
ー
）

の
使
途
や
成
果
の
⽛
見
え
る
化
⽜
が
必
要
で
は
な
い
か
。


各
種
情
報
の
⽛
見
え
る
化
⽜
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。


会
費
（
三
、五
〇
〇
円
）
の
主
な
使
途
は
、
㋐
共
益
費
（
地
域

活
動
費
や
季
刊
誌
印
刷
費
、
公
開
講
座
講
師
等
事
業
費
補
助

等
）
約
六
割
（
二
、一
〇
〇
円
）、
㋑
公
益
費
（
学
生
支
援
、

公
開
講
座
、
顕
彰
事
業
費
等
）
約
二
割
（
七
〇
〇
円
）、
㋒
経

費
（
会
館
修
繕
費
等
）
約
二
割
（
七
〇
〇
円
）
で
す
。


【
主
な
成
果
の
例
】
顕
彰
事
業
で
は
、
社
会
人
か
ら
⽛
地
道

な
活
動
に
光
を
あ
て
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
る
⽜
と
の
声
。

筑
波
大
学
院
生
か
ら
は
⽛
茗
渓
会
賞
の
受
賞
が
就
職
活
動
で

も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
⽜
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②

地
域
の
総
会
の
活
性
化
の
た
め
、
本
部
か
ら
著
名
な
講
師

を
派
遣
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
講
師
の
旅
費
、
謝
金
の
補
助
が

あ
れ
ば
助
か
る
。


現
在
、
地
域
活
動
費
と
し
て
（
会
費
の
一
〇
％
╳
会
費
納
入

者
数
）
の
費
用
や
公
開
講
座
講
師
費
等
の
事
業
費
と
し
て
五

万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

③

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
は
、
早
急
に
茗
渓
会
Ｈ

Ｐ
等
で
公
表
し
て
頂
き
た
い
。


全
地
域
の
代
表
者
宛
に
十
月
四
日
付
け
で
報
告
し
、
茗
渓
会

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

④

会
費
完
納
者
に
関
す
る
情
報
を
年
度
当
初
（
五
月
上
旬
ま

で
）
ま
で
に
提
供
し
て
ほ
し
い
。


平
成
二
九
年
度
実
施
の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

㈢

筑
波
大
学
や
地
域
組
織
と
の
連
携
・
支
援
方
針

①
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
｣の
中
で
⽛
母
校
大
学
と
の

関
係
の
明
確
化
⽜、⽛
地
域
組
織
と
中
央
組
織
⽜
等
に
つ
い
て

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

各
地
域
組
織
等
は
、
構
成
人
数
、
運
営
方
法
等
が
様
々
な

た
め
、
本
部
で
そ
れ
ら
の
具
体
策
を
作
成
し
、
各
地
域
組
織

に
諮
っ
て
欲
し
い
。


地
域
の
自
立
度
や
要
望
等
を
踏
ま
え
て
協
議
を
重
ね
、
実
効

あ
る
支
援
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②

大
学
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
学
群
長
・
学
類
長
と

の
懇
談
会
は
継
続
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
卒
業
式
・
祝
賀
会

等
に
お
け
る
学
生
・
大
学
院
生
へ
の
入
会
勧
誘
、
全
教
員
へ

の
入
会
勧
誘
、
校
友
会
と
の
関
係
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
ら
が
円
滑
に
連
携
・
運
営
で
き
る
よ
う
、
そ
の
環
境
を
整

え
て
欲
し
い
。


母
校
と
の
連
携
を
推
進
す
る
方
向
で
協
議
し
、
具
体
策
を
ま

と
め
る
方
向
で
努
力
し
ま
す
。

③

資
金
的
な
支
援
と
し
て
、現
在
頂
戴
し
て
い
る
還
元
金（
還

元
率
を
減
じ
た
分
か
ら
資
金
を
捻
出
し
て
も
よ
い
）
に
加
え

て
具
体
的
な
活
動
へ
の
補
助
を
い
た
だ
け
る
と
助
か
る
。

（
例
）
地
区
発
行
の
広
報
誌
の
印
刷
費
や
通
信
費
補
助
等


現
在
、地
域
活
動
費
（
会
費
の
一
〇
％
×
会
費
納
入
者
数
）
や

公
開
講
座
講
師
費
等
の
事
業
費
（
五
万
円
）
や
総
会
出
席
理

事
等
（
祝
い
金
一
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。


そ
の
他
の
事
業
費
等
補
助
は
、
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

㈣

隣
接
地
域
組
織
間
に
お
け
る
連
携

①

熊
本
地
震
の
発
生
を
受
け
、
茗
渓
会
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
普
段
か
ら
各
都

道
府
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
隣
接
地
域
組
織
間
で
連
携
が
日

常
的
に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
有
事
の
際
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
支

援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催
を
含
め
、
各
地
域
と
協

議
し
つ
つ
、
連
携
の
具
体
化
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。


有
事
の
際
の
同
窓
会
と
し
て
の
支
援
体
制
の
あ
り
方
等
を
検

討
し
ま
す
。

㈤

情
報
交
換
の
場

①

課
題
意
識
を
共
有
す
る
た
め
の
情
報
交
換
の
場
が
少
な
い
。


本
部
と
地
域
が
共
通
の
課
題
意
識
を
も
つ
た
め
に
、
総
会
以

外
の
情
報
交
換
の
た
め
の
場
の
設
定
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

②

私
ど
も
の
地
域
か
ら
は
茗
渓
会
理
事
が
選
出
さ
れ
お
り
、

今
後
と
も
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。


こ
れ
か
ら
も
連
携
を
密
に
し
、
地
域
活
動
の
活
発
化
を
図
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

〇
地
域
支
援
策
に
つ
い
て
の
今
後
の
方
針

地
域
と
の
連
携
を
基
本
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に

応
じ
た
活
性
化
支
援
策
に
つ
い
て
は
，
当
面
実
施
す
る
事
項
と
今

後
の
対
応
に
向
け
た
事
項
に
分
類
し
て
協
議
を
進
め
，
具
体
的
な

事
項
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
っ
て
情
報
交
換
を
行
い
、
対
応
策

を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

七

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
を
終
え
て

平
成
二
八
年
二
月
十
一
日
(土
)、

茗
渓
会
館
で
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
会
議
を
行
っ
た
。

江
田
理
事
長
か
ら
、⽛⽛
レ
ビ
ュ
ー

と
中
期
将
来
計
画
⽜
は
、
茗
渓
会
の

今
後
の
運
営
の
基
本
的
大
綱
で
、
理

事
会
の
運
営
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
本
日
は
、
全
国
の
実
態
調
査
を

踏
ま
え
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
開
陳

さ
れ
、
実
行
可
能
で
成
果
が
期
待
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

課
題
の
重
要
性
に
鑑
み
皆
様
の
更
な

る
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。⽜

と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

〇
各
地
域
の
現
状
報
告
(概
要
)

（
茨
城
茗
渓
会
)
現
在
は
、
県
庁
、
常
陽
銀
行
、
学
校
（
小
・
中
・

高
）
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
組
織
化
し
、
若
手
の
参
加
を
促
す
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
筑
波
大
学
茗
渓
会
)
会
員
登
録
は
、
約
六
五
〇
人
で
年
二
回
、
総

会
や
定
年
退
職
者
の
歓
送
会
の
実
施
や
学
生
を
対
象
に
し
た
顕

彰
事
業
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
栃
木
支
部
)
年
二
回
の
会
合
を
行
っ
て
い
る
。
茗
渓
の
歴
史
を

知
ら
な
い
会
員
が
か
な
り
い
る
の
で
、
歴
史
や
由
来
を
教
え
た

い
。

（
群
馬
支
部
)
年
一
回
の
総
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
課
題
は
、
義

務
教
育
や
、
民
間
企
業
の
会
員
が
少
な
い
こ
と
な
ど
で
追
跡
調

査
し
て
い
る
。

（
埼
玉
支
部
)
年
一
回
七
月
に
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

が
年
年
減
少
し
て
い
る
。
会
員
は
高
校
教
員
が
中
心
で
民
間
企

業
に
勤
め
る
会
員
は
少
な
い
。

（
千
葉
茗
渓
会
)
千
葉
銀
行
や
県
庁
に
支
部
が
で
き
た
。
若
い
人

が
参
加
し
た
と
き
居
心
地
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
知
恵
を
発

揮
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
東
京
茗
渓
会
)
昨
年
、
東
京
茗
渓
会
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
、
産

業
人
の
会
の
活
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
新
た
に
⽛
茗
渓
・
筑
波

大
学
産
業
人
の
会
⽜
を
立
ち
上
げ
た
。

（
神
奈
川
茗
渓
会
)
副
会
長
は
、
会
長
代
行
と
四
分
野
を
分
担
し
、

会
員
増
と
筑
波
大
学
出
身
者
の
組
織
化
を
進
め
る
と
と
も
に

⽛
若
手
の
会
⽜）
を
実
施
し
、
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

（
山
梨
支
部
)
高
校
教
員
を
中
心
と
し
た
組
織
化
は
難
し
い
。
年

二
回
の
総
会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
民
間
、
大
学
関
係
の
参
加

者
は
少
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

（
長
野
支
部
)
高
校
教
員
が
中
心
で
、
年
二
回
の
総
会
を
行
っ
て

い
る
。
県
庁
や
各
地
区
に
も
組
織
が
あ
る
の
で
、
連
携
を
図
り
、

輪
を
拡
げ
、
活
性
化
し
て
い
き
た
い
。

（
新
潟
茗
渓
会
)
会
員
約
五
〇
〇
人
で
年
三
回
の
会
合
に
一
割
の

会
員
が
参
加
し
て
い
る
。
民
間
企
業
に
勤
め
る
会
員
の
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
組
織
活
性
化
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

以
上
が
各
地
域
の
現
状
報
告
で
あ
り
、
組
織
委
員
会
の
報
告
を

含
め
、
全
体
と
し
て
三
時
間
に
亘
る
積
極
的
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。
 

 























































組織委員会では、ʠ地域組織の強化と活性化ʡを検討するにあたり、茗渓創基140有余年の歴史と伝統を背景とした
明日に向かってʠいま何をなすべきかʡという問題意識をもって全国調査を分析し、精力的な議論を深めてまいりま
した。
東京教育大学が筑波大学に生まれ変わって43年。筑波大学の卒業生は、教職関係はもとより、大学、産業界、官公

庁、研究所等の幅広い分野に進出し、活躍するようになりました。
しかし、卒業後の同窓の皆さんのネットワークは必ずしも、強いものにはなっていません。
そこで、私たち茗渓会にいま求められているのは、
⽛会員の皆さんが活躍の場をもっと広げていくためにも人的な絆を強めていくこと⽜
⽛これから自らの進路を切り開いていく学生、大学院生に対する先輩としての支援⽜です。
そのためには、茗渓会のさまざまな活動を支える財政の安定と、全国に会員組織を持つ茗渓会の組織強化が喫緊の
課題です。
組織委員会では、今後、この⽛組織委員会報告⽜をベースに、各地域との連携を図り、⽛茗渓会の仲間を大切にする
同窓会⽜の構築に向かって具体策を策定してまいります。

（文責）組織委員会 委員長 川田孝一

関東甲信越ブロック代表者会議参加者



教
職
を
希
望
す
る
筑
波
大
学
生
に
対
し
て
、
本
会
と
財
団
法
人

筑
波
学
都
資
金
財
団
が
主
催
す
る
⽛
教
職
受
験
対
策
研
修
会
⽜
が

⚓
月
⚖
日
か
ら
⚘
日
ま
で
の
三
日
間
⽛
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
⽜
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
受
講
生
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
参
加

費
を
⚒
千
円
と
し
、
49
名
（
当
日
欠
⚑
除
く
）
が
受
講
し
ま
し
た
。

【
第
一
日
】

＊
開
講
式

筑
波
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
長
の
五
十
嵐
浩
也
氏
と
筑
波
学
都
資
金
財
団
の
田
中

正
造
理
事
長
（
36
教
大
健
康
）
の
お
二
人
か
ら
、
本
研
修
会
の
歴

史
や
筑
波
大
学
生
へ
の
期
待
な
ど
受
講
者
を
激
励
す
る
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
講
義
Ⅰ
⽛
教
員
採
用
試
験
の
概
要
と
対
策
⽜

秀
明
大
学
教
授
で
あ
り
、
筑
波
大
学
の
教
職
受
験
対
策
講
座
を

担
当
し
、
今
回
の
研
修
会
全
体
の
企
画
に
当
た
っ
た
高
橋
基
之
氏

（
53
筑
一
自
然
）
の
講
義
に
よ
り
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

＊
講
義
Ⅱ
⽛
今
、
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
⽜

埼
玉
県
立
川
越
総
合
高
校
拠
点
参
与
で
あ
る
平
野
正
美
氏
（
54

筑
二
比
較
文
化
)か
ら
、今
後
の
大
き
な
社
会
の
変
化
と
教
育
の
重

要
性
、
教
師
の
や
り
が
い
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
採
用
試
験
合
格
者
の
体
験
発
表
・
懇
談

今
年
度
の
採
用
試
験
に
合
格
し

た
昨
年
度
の
本
研
修
会
の
受
講
者

が
、
体
験
報
告
を
し
、
受
講
者
の

様
々
な
質
問
に
丁
寧
か
つ
的
確
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

①
池
田

駿

茨
城
県

高
校

地
歴
（
日
本
史
）

②
平
山

明
広

神
奈
川
県

高
校

国
語

③
山
口

将
史

群
馬
県

高
校

地
歴
（
日
本
史
）

④
横
濱

崇
之

埼
玉
県

中
学
校

国
語

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
集
団
面
接

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
助

言
者
と
採
用
試
験
合
格
者
を
面
接

官
役
と
し
て
、
受
験
者
、
観
察
者

役
を
交
替
し
な
が
ら
集
団
面
接
を

行
い
ま
し
た
。

＊
演
習

論
作
文
作
成

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
の
指
導
に
続

き
、
⚘
⚐
⚐
字
か
ら
⚑
、⚐
⚐
⚐

字
の
論
作
文
を
作
成
し
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
で
充
実
し
た
一
日
目
が
終

了
し
ま
し
た
。

【
第
二
日
】

＊
講
義
Ⅲ
⽛
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
入
門
⽜

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

研
究
・
実
践
者
で
あ
る
、
茨
城
県

 

 



































































第
32
回教職

受
験
対
策
研
修
会
か
ら

④横濱祟之さん

五十嵐浩也氏

立
並
木
中
等
教
育
学
校
校
長
の
中
島
博
司
氏
（
57
筑
一
人
文
）
か

ら
、
Ａ
Ｌ
の
現
在
か
ら
今
後
の
展
望
、
勤
務
校
で
の
独
自
な
実
践

等
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｌ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
刺
激
的
な
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

＊
演
習

学
習
指
導
案
作
成

高
橋
氏
の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
の
指
導
後
、
実
際
に
指
導
案
の
作

成
を
行
い
ま
し
た
。
机
い
っ
ぱ
い
に
資
料
を
広
げ
な
が
ら
の
長
時

間
の
演
習
で
し
た
が
、
受
講
生
の
集
中
力
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

場
面
指
導

こ
こ
か
ら
は
、
班
別
の
Ｇ
Ｗ
が
続
き
ま
す
。
三
～
四
名
の
小
グ

ル
ー
プ
で
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
教
師
、
生
徒
や
保
護
者
役
を
演

じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
ま
し
た
。

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

模
擬
授
業

午
前
に
作
成
し
た
学
習
指
導
案
を
用
い
、
授
業
者
以
外
は
生
徒

役
と
な
っ
て
、
全
員
が
10
分
程
度
の
模
擬
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

み
な
苦
戦
し
た
よ
う
で
す
が
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
を
通

し
て
多
く
の
⽛
気
づ
き
⽜
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

論
作
文
の
構
成
法
な
ど
共
通
す
る
改
善
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
⽛
最
終
日
だ
っ
た
ら
も
っ
と
良
い
も
の
が
書
け
た
の

に
⽜
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
こ
そ
が
研
修
の
成
果

で
あ
る
と
思
え
ま
す
。

＊
振
り
返
り
と
閉
講
式

髙
橋
氏
が
⽛
す
べ
て
研
修
で
行
っ
た
こ
と
は
一
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
⽜
と
総
括
的
に
全
体
を
振
り
返
り
、
そ
の
後
助
言
者
が
一

言
ず
つ
、⽛
ま
さ
に
今
日
が
教
職
受
験
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
⽜、⽛
教

職
受
験
は
団
体
戦
、
今
日
の
仲
間
を
生
か
す
こ
と
⽜
な
ど
受
講
者

へ
の
激
励
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
本
会
の
全
国
の
支
援

体
制
を
説
明
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
交
換
す
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者
た

ち
の
今
後
の
学
習
に
期
待
で
す
。

な
お
、
本
研
修
会
の
事
務
処
理
全
般
と
進
行
管
理
を
、
筑
波
事

務
所
大
森
哲
郎
氏
に
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た

（
茗
渓
会
理
事
五
味
田
優
47
教
大
国
記
)

【
第
三
日
】

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

集
団
討
論

実
施
者
と
評
価
者
を
交
替
し
な
が
ら
、

課
題
を
選
ん
で
実
施
し
ま
し
た
。
課
題
へ

の
向
き
合
い
方
、
当
事
者
と
し
て
発
言
で

き
た
か
ど
う
か
な
ど
、
Ｆ
Ｂ
も
活
発
で
し

た
。

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

個
人
面
接

三
人
～
四
人
の
小
グ
ル
ー
プ
で
、
一
名

が
受
験
者
、
そ
の
他
が
面
接
官
と
な
り
個

人
面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。
五
分
程
度
で

役
割
を
交
替
し
、
全
員
が
受
験
者
を
や
っ

た
と
こ
ろ
で
面
接
評
価
表
を
用
い
Ｆ
Ｂ
。

メ
ン
バ
ー
を
替
え
て
二
セ
ッ
ト
実
施
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
た
と
の

声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

論
作
文
検
討

四
班
ご
と
に
、
第
一
日
目
に
作
成
し
た

論
作
文
を
一
人
ず
つ
音
読
し
、
皆
で
批
評

し
、
助
言
者
が
講
評
す
る
形
で
全
員
に
つ

い
て
行
い
ま
し
た
。
課
題
の
受
け
止
め
方
、

田中正造氏

③山口将史さん ②平山明広さん ①池田 駿さん

武井秀一氏 髙野大二郎氏 大畑多津雄氏 髙橋基之氏
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平成29年度 一般社団法人茗渓会 公益・共益・広報等 年間行事計画

⚑．公益事業
⑴ 公開講座
① 東京地区
（その⚑）⽛英語シリーズ⽜第15回 講師：藤原 保明 先生

日時：⚗月⚘日(土)予定 会場：茗渓会館⚔Ｆ
② つくば地区 共催 筑波大学、筑波学都資金財団
（その⚑）⽛花のある暮らし Part.2⽜ 講師：西川 綾子 先生

日時：⚖月17日(土) 会場：筑波研修センター
（その⚒）⽛英語シリーズ⽜第16回 講師：藤原 保明 先生

日時：⚙月23日(土)予定 会場：筑波研修センター
＊公開講座の報告（概要）等は､季刊誌⽛茗渓⽜に掲載の予定。
＊地域組織等が主催する公開講座､講演会に対する共催・助成も行う。

⑵ 顕 彰（第16回）
① 対 象 国内外で継続して社会貢献（人材育成を含む）活動等を行ない、その実績、成果を上げている団体、

個人を対象とする。筑波大学学生・大学院生を含む。
② 対象者の選定

社会貢献活動に関しては、⚙月末日までに推薦候補者を、各地域組織、本部理事等を通じて公募し、
平成29年10月に開催を予定する選考委員会で選考した結果について理事長の承認を得る。
11月に行う顕彰式で該当者に⽛茗渓会賞⽜を贈る。
筑波大学生、大学院生については、学内におかれた選考委員会で選考した結果について理事長の承認
を得る。

③ 顕彰録 平成30年⚓月の筑波大学卒業式までに作成して顕彰者及び関係者等に贈呈する。

⚒．共益事業
筑波大学生活動等への支援強化、会員の世代間や各地域組織等をつなぐ活動の充実強化、会員相互の交流の推進等
を図る。
⑴ ⽛追悼のつどい⽜の開催

脱・宗派として開催し、遺族、関係者を招き、逝去された会員等の遺徳を偲ぶ。
日程：平成29年⚙月⚒日(土)予定

⑵ 学生の就職活動を支援するため、大学が開催する各種講座への情報提供及び協力。
⑶ 年始と暑中見舞いの時期にあわせて、会員間の交流を深めるための広告を季刊誌⽛茗渓⽜に掲載。

⚓．広報事業
⑴ 季刊誌⽛茗渓⽜の発行

季刊誌の発行は年⚔回とし、特集記事、筑波大学関連の記事、会員情報等を中心に内容の充実に努める。
なお季刊誌の配布先は⚔回とも正会員のみとし、春号と秋号の配布に際しては筑波大学新聞を同封する。

⑵ 茗渓会HP掲載内容等の充実
茗渓会HPでは、季刊誌⽛茗渓⽜を再掲するほか、茗渓会主催の公開講座の情報、各地域組織の活動状況、企業人

の集まりの情報、筑波大学関連の各種情報等をスピーディに掲載し、季刊誌⽛茗渓⽜とあわせて、会員相互の連携
を深めるためのツールとして、一層の充実を図る。
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母
校
は
、
明
治
⚕
年
に
わ
が
国
最
初
の
師
範
学
校
と
し
て
設
立

さ
れ
、
現
在
の
筑
波
大
学
に
繋
が
る
伝
統
を
誇
る
大
学
で
す
。

そ
の
歴
史
の
中
で
、
一
〇
〇
年
近
く
も
歌
い
繋
が
れ
て
い
る
歌
が

あ
り
ま
す
。
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
で
す
。

一
．
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
先
駆
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
て

醒
め
て
立
て
男
子
ぞ
我
等

二
．
日
の
本
の
教
え
の
庭
に

い
と
高
き
学
舎
や
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

（
作
詞

大
和
資
雄
)

こ
の
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
は
、
私
た
ち
茗
渓
の
同
窓
の
集
ま
り

で
は
必
ず
肩
を
組
ん
で
歌
い
ま
す
。

ま
た
、
筑
波
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
の
応
援
の
時
に
も

こ
の
宣
揚
歌
が
歌
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
宣
揚
歌
の
誕
生
に
は
、
実
は
、
東
京
高
等
師
範

学
校
の
大
学
昇
格
運
動
に
ま
つ
わ
る
秘
話
が
あ
る
の
で
す
が
、
今

で
は
そ
の
秘
話
を
語
る
人
も
少
な
く
な
り
、
私
が
地
方
の
茗
渓
会

の
総
会
に
呼
ば
れ
た
と
き
な
ど
、
若
い
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
宣
揚

歌
⽛
桐
の
葉
⽜
の
意
味
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
過
去
の
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
紐

解
き
な
が
ら
、
宣
揚
歌
誕
生
の
物
語
を
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。な

ぜ
大
学
昇
格
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か

当
時
、
早
稲
田
を
は
じ
め
慶
応
・
明
治
・
法
政
等
の
私
立
学
校

は
⽛
…
大
学
⽜
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
学
校
は
専
門

学
校
令
に
よ
る
学
校
で
、
正
式
な

大
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
七
年
に
⽛
大

学
令
⽜
が
公
布
さ
れ
、
翌
⚘
年
に

施
行
さ
れ
る
と
、
私
立
の
学
校
は
、

相
次
い
で
大
学
と
な
り
、
官
立
の

高
等
専
門
学
校
も
大
学
に
昇
格
と

な
り
ま
し
た
が
、
東
京
高
等
師
範

学
校
の
み
が
昇
格
か
ら
外
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
他
共
に
そ
の
存

在
を
認
め
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
東
京
高
等
師
範
学
校
と
し

て
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
職
員
・
学
生
・
卒

業
生
が
一
団
と
な
っ
て
昇
格
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
、⽛
大
学
昇
格
運
動
⽜
で
あ
り
、
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
の

が
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
で
し
た
。

大
学
昇
格
運
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

こ
の
東
京
高
等
師
範
学
校
の
⽛
大
学
昇
格
運
動
⽜
に
つ
い
て
は
、

こ
の
運
動
を
学
生
委
員
と
し
て
経
験
さ
れ
た
国
元
東
九
郎
さ
ん
が
、

茗
渓
九
五
六
号
（
一
九
八
三
年
一
月
号
）
に
⽛
思
い
出
⽜
と
し
て

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
昇
格
運
動
の
起
因
】

私
た
ち
が
本
科
三
年
（
大
正
八
年
）
の
十
二
月
初
旬
、
学
校
騒

動
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
昇
格
運
動
が
勃
発
し
た
。

こ
れ
は
当
時
は
官
立
大
学
が
東
京
・
京
都
・
仙
台
・
北
海
道
・

九
州
の
五
校
し
か
な
く
、
私
立
で
大
学
と
通
称
す
る
学
校
は
数
々

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
専
門
学
校
で
大
学
令
に
よ
る
大
学

で
は
な
か
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
好
景
気
で
一
大
躍
進
を
し
た
日
本
の
国
力

か
ら
見
て
一
層
の
発
展
を
期
す
る
に
は
高
等
教
育
の
拡
充
が
急
務

で
あ
る
こ
と
は
世
論
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
。

そ
こ
で
文
相
中
橋
徳
五
郎
氏
は
各
官
立
高
等
専
門
学
校
の
う
ち

東
京
・
神
戸
の
二
高
商
と
東
京
高
工
、
東
京
・
広
島
の
両
高
師
を

単
科
大
学
に
昇
格
す
る
と
議
会
で
意
思
表
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸

学
校
は
由
緒
あ
る
一
流
校
で
、
し
か
も
高
工
を
除
き
何
れ
も
四
年

制
の
高
等
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

然
る
に
い
ろ
い
ろ
の
事
情
か
ら
両
高
商
は
大
正
七
年
単
科
の
商

大
と
な
り
、
一
年
遅
れ
て
東
工
も
工
大
昇
格
が
決
定
し
た
の
に
、

孤
り
高
師
の
み
が
昇
格
の
線
か
ら
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
予
期
に
反
し
た
結
末
を
不
満
と
し
て
東
京
高
師
の
職
員
・

学
生
・
卒
業
生
は
一
団
と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

世
に
中
橋
文
相
の
二
枚
舌
問
題
と
し
て
政
学
界
に
喧
伝
さ
れ
た

の
が
こ
の
騒
動
の
起
因
で
あ
る
。

【
東
京
高
師
の
地
位
】

当
時
東
京
高
師
は
全
国
官
立
専
門
学
校
の
文
部
序
列
第
一
位
に

あ
っ
た
。
私
が
入
学
し
た
大
正
五
年
の
春
、
立
太
子
（
現
帝
）
の

大
典
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
両
陛
下
・
皇
太
子
お
揃
い
で
公

式
の
国
家
行
事
に
宮
城
を
お
出
ま
し
に
な
る
盛
儀
に
在
京
の
各
官

立
学
校
は
二
重
橋
前
で
鹵
簿
を
奉
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
整
列

の
位
置
は
立
て
札
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
、
二
重
橋
に
最
も
近
い
、

向
っ
て
右
側
が
東
大
、
次
が
高
師
、
第
三
に
高
商
、
以
下
文
部
省

所
定
の
序
列
に
よ
っ
て
広
場
を
埋
め
て
並
ん
だ
。

私
は
当
時
自
分
の
学
校
の
序
列
が
東
大
に
次
い
で
い
る
こ
と
に

非
常
な
誇
り
を
覚
え
、
早
速
郷
里
で
一
校
を
宰
す
る
父
に
こ
の
模

様
を
詳
報
し
て
喜
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
誇
り
高
き
高
師
が
下
位
の
二
つ
の
高
商
に
優
先
昇
格
さ
れ
、

今
ま
た
三
年
制
の
蔵
前
の
高
工
ま
で
も
昇
格
と
決
定
さ
れ
た
の
だ

か
ら
た
ま
ら
な
い
。
当
時
の
高
師
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
嘉
納
治

五
郎
先
生
を
校
長
に
戴
き
、
教
授
陣
は
東
大
を
兼
任
す
る
当
代
一

流
の
学
者
で
、
他
の
専
門
学
校
な
ど
と
は
格
段
の
差
が
あ
っ
た
。

し
か
も
既
に
二
か
年
の
専
攻
科
を
置
き
、
そ
の
修
了
生
は
学
士
の

称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
た
。

中
橋
文
相
は
高
師
の
歴
史
と
そ
の
実
績
か
ら
見
て
当
然
大
学
と

す
べ
き
だ
と
考
え
て
の
発
言
だ
っ
た
の
だ
が
、
政
界
・
学
界
に
は

高
師
は
中
等
学
校
以
下
の
教
員
を
養
成
す
る
機
関
だ
か
ら
大
学
に

す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
近
視
眼
的
な
根
強
い
反
対
論
が
あ
り
、

勅
命
に
よ
る
教
育
制
度
調
査
会
員
の
中
に
も
こ
の
考
え
の
委
員
が

い
た
り
し
て
、
中
橋
文
相
も
切
羽
つ
ま
っ
て
前
言
を
取
り
消
し
議

会
に
波
乱
を
捲
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

⽛
宣
揚
歌
⽜
誕
生
物
語

茗
渓
会
常
務
理
事

高
野

力

高等師範学校正門
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【
昇
格
運
動
勃
発
】

騒
然
た
る
議
会
を
反
映
し
て
毎
日
の
新
聞
言
論
界
は
賛
否
両
論

で
賑
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
あ
る
日
の
朝
、
寮
の
掲
示
場
に
貼
ら
れ

た
学
生
の
奮
起
を
促
す
一
枚
の
檄
文
！
誰
が
書
い
た
か
誰
が
貼
っ

た
か
私
は
今
に
知
ら
な
い
。
と
に
か
く
こ
れ
が
燎
原
の
火
の
如
く

一
瞬
に
し
て
鬱
積
し
て
い
た
全
寮
を
若
者
の
熱
気
で
包
ん
で
し
ま

っ
た
。

そ
の
夜
有
朋
館
（
ク
ラ
ブ
）
で
有
志
の
会
合
が
あ
り
、
次
い
で

大
食
堂
で
学
生
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
昇
格
運

動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

ま
た
、
母
校
の
命
運
を
か
け
て
一
団
と
な
っ
て
立
上
っ
た
学
生

は
授
業
を
放
棄
し
て
一
代
運
動
を
展
開
し
、
先
輩
に
も
教
授
陣
に

も
同
調
を
呼
び
か
け
た
。

そ
し
て
、
校
長
の
嘉
納
先
生
の
私
邸
を
訪
ね
た
委
員
か
ら
は
、

先
生
が
⽛
自
分
は
従
来
卓
抜
し
た
教
師
を
育
成
す
る
た
め
に
は
高

師
を
一
層
高
度
な
教
育
機
関
に
盛
り
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
繰
返
し

て
唱
え
た
が
、
文
部
省
や
議
会
の
文
教
部
会
は
僅
か
に
専
攻
科
の

設
置
で
学
士
の
称
号
を
与
え
る
と
こ
ろ
ま
で
認
め
た
の
が
精
一
杯
。

高
師
の
大
学
昇
格
は
自
分
の
理
想
で
あ
り
念
願
で
あ
る
。
諸
君
と

一
体
に
な
っ
て
こ
の
運
動
に
邁
進
し
よ
う
。
と
い
う
お
言
葉
と
共

に
あ
の
豪
気
不
屈
の
校
長
が
積
年
の
苦
衷
を
訴
え
て
涙
を
流
さ
れ

た
⽜
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
会
場
は
歓
喜
と
昂
奮
の
坩
堝
に
化
し

た
。以

上
が
国
元
東
九
郎
さ
ん
の
書
か
れ
た
⽛
大
学
昇
格
運
動
⽜
の

あ
ら
ま
し
で
す
。

そ
の
後
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
大
学
昇
格
運
動
は
、
嘉
納
治

五
郎
校
長
や
三
宅
米
吉
博
士
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
大
正
⚘
年
12
月

15
日
に
中
橋
文
部
大
臣
が
⽛
師
範
教
育
の
改
善
向
上
に
対
し
努
力

す
る
⽜⽛
大
学
を
特
設
し
た
い
と
い
う
希
望
に
対
し
て
考
慮
す
る
⽜

と
い
う
声
明
を
出
し
て
、
事
実
上
決
着
し
た
の
で
す
。

宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た

⽛
桐
の
葉
⽜
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
茗
渓
八
五
四
号

（
一
九
六
二
年
七
月
号
）
に
大
和
資
雄
さ
ん
ご
本
人
が
書
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

大
正
八
年
十
二
月
五
日
の
午
後
、
私
は
有
朋
館
の
実
行
委
員
会

本
部
に
呼
ば
れ
、
明
朝
ま
で
に
宣
揚
歌
を
作
れ
と
頼
ま
れ
た
。
有

朋
館
と
い
う
の
は
、
寮
の
東
南
隅
に
あ
っ
て
、
古
い
ピ
ア
ノ
を
置

き
、
全
校
生
徒
の
写
真
を
掲
げ
、
平
生
な
ら
外
来
の
友
人
と
夏
カ

ン
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
放
談
す
る
ホ
ー
ル
だ
が
、
そ
の
日
は
非
常

時
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

私
は
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
ク
ラ
ス
の
緊
急
集
会
に
行
っ
た
。
ク

ラ
ス
に
は
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
い
て
大
学
昇
格
問
題
を
論
じ
て
い

た
。
当
時
の
⽛
新
大
学
令
⽜
が
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
私
学
の
帝
大
に
対
抗
す
る
平
等
運
動
の
成
果
で
、
結

構
な
法
令
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
高
専
に
及
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
中
で
も
一
ツ
橋
の
高
商
、
蔵
前
の
高
工
、
大
塚
の
高

師
な
ど
は
、
私
大
の
風
下
に
立
つ
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
誇
り
と

伝
統
を
保
っ
て
い
た
。

⽛
大
学
に
昇
格
で
き
な
い
な
ら
、
教
授
た
ち
に
や
め
て
も
ら
い
、

学
生
一
同
総
退
学
し
よ
う
、
昇
格
か
廃
校
か
、
い
ず
れ
か
を
選
ぼ

う
⽜。
わ
が
ク
ラ
ス
は
そ
の
よ
う
に
決
議
し
て
猛
虎
団
を
結
成
し

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ま
だ
散
会
し
な
い
う
ち
に
、
私
は
野
球
部
の
室
に
帰

っ
て
、
新
聞
紙
に
筆
で
、⽛
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り
、
秋
来
な

ば
さ
き
が
け
散
ら
ん
⽜
の
歌
二
連
を
、⽛
人
も
知
る
茗
渓
の
水
、
よ

し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は
⽜
ま
で
、
一
気
に
書
き
上
げ
た
。

私
が
ク
ラ
ス
の
集
会
で
昔
の
早
慶
戦
の
応
援
歌
の
曲
譜
に
合
わ

せ
て
披
露
し
た
ら
、
み
ん
な
が
唱
和
し
て
、
た
ち
ま
ち
歌
声
が
室

中
に
満
ち
、
仲
間
た
ち
が
早
速
こ
の
歌
詞
を
謄
写
し
た
。
そ
し
て

夕
食
の
時
そ
れ
が
食
堂
で
寮
生
に
配
ら
れ
、
あ
れ
よ
と
い
う
ま
に

⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
声
は
全
寮
に
拡
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
夜
、
私
は
宣
揚
歌
を
別
に
作
っ
た
。
そ
し
て
翌
朝
、
そ
れ

を
本
部
に
も
っ
て
行
く
と
、⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
は
み
ん
な
に
知
ら
れ

て
い
て
、
あ
れ
の
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
別
に
作
っ
た
宣
揚

歌
は
す
て
ら
れ
、⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
が
そ
れ
に
代
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

大
学
併
置
と
い
う
形
で
、
昭
和
4
年
に
大
学
昇
格
は
実
現
し
た

が
、
十
数
年
た
っ
て
、
文
理
大
の
学
徒
出
陣
に
⽛
桐
の
葉
⽜
が
歌
わ

れ
て
い
る
と
福
原
教
授
か
ら
知
ら
せ
を
頂
い
て
意
外
に
思
っ
た
。
ま

た
こ
の
た
び
は
⽛
桐
の
葉
⽜
の
思
い
出
を
か
け
と
い
う
ご
下
命
を
受

け
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
あ
の
歌
は
生
き
て
い
る
ら
し
い
。

こ
れ
が
、
大
和
資
雄
さ
ん
が
書
か
れ
た
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
誕

生
の
物
語
で
す
。

⽛
桐
の
葉
⽜
に
新
し
い
歌
詞
が
加
わ
る

明
治
⚕
年
に
師
範
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
母
校
は
、
昭
和
48
年

筑
波
大
学
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
茗
渓
の
優
れ
た
歴
史
と
伝

統
を
守
り
な
が
ら
も
、
新
し
い

時
代
に
生
き
る
大
学
と
し
て
、

研
究
に
、
教
育
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
と
大
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

そ
し
て
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜

に
も
、
新
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
い
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な

歌
詞
が
加
わ
り
ま
し
た
。

三
．
年
を
経
て
百
年
過
ぎ
ぬ

い
ま
こ
そ
水
は
涸
る
と
も

新
泉
は
筑
波
の
も
と
に

い
ざ
起
た
ん
若
人
わ
れ
ら

い
ざ
起
た
ん
若
人
わ
れ
ら

（
作
詞

第
六
代
東
京
教
育
大
学
長

大
山
信
郎
)

四
．
桐
の
葉
は
筑
波
の
庭
に

い
や
茂
り
三
〇
年
過
ぎ
ぬ

新
し
き
世
紀
を
拓
き

い
ざ
行
か
ん
こ
ぞ
り
て
吾
ら

（
作
詞

第
六
代
筑
波
大
学
長

北
原
保
雄
)

先
日
、
首
都
リ
ー
グ
校
応
援
部
出
身
の
方
が
、⽛
桐
の
葉
は
～
⽜

と
歌
っ
て
い
る
姿
に
出
会
い
ま
し
た
。
筑
波
の
地
に
移
っ
て
も
、

宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
は
、
茗
渓
に
学
ん
だ
同
窓
に
と
っ
て
、
い
ま

も
大
切
な
歌
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

筑波大学正門
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茗渓・東西南北

愛
知
茗
渓
会
で
は
、
総
会
並
び
に
地
区
別
総
会
及
び
教
科
別
の

会
合
等
の
会
員
参
加
が
増
加
す
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
例
年
七
月
初
旬
に
実
施
す
る
県
全
体
の
総
会
日
に
は
、

愛
知
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
会
員
を
講
師
と
し
た
講
演
会
を
総
会
前

に
開
催
し
、
そ
の
後
に
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
十
四
年
度

か
ら
始
ま
り
、
第
一
回
は
秦
融
氏
（
中
日
新
聞
編
集
局
）、
以
後
、

増
田
孝
氏
（
愛
知
文
教
大
学
学
長
・
古
筆
学
）、
小
林
悟
氏
（
基
礎

生
物
学
研
究
所
教
授
・
生
物
学
）、
山
本
眞
輔
氏
（
日
本
芸
術
院
会

員
・
彫
塑
）
を
招
聘
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
以
前
よ
り
倍
増
し
て

毎
回
百
名
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
講
演
に
引
き
続
い
て
の
懇
親

会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
講
演
会
(第
五
回
)は
、
茗
渓
会
本
部
か
ら
井
口
副
理

事
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
広
報
・
企

画
部
部
長
、
東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
開
催
準
備
室
室
長
の
中
森
康
弘
氏
か

ら
⽛T
ow
ard
&
Beyond

the2020

～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
可
能
性
～
⽜
と
題
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
の
成
功
・
失
敗
の
分
析
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
魅
力
と
可
能
性

な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
は
、
世
界
の

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
れ
て
現
地
の

人
々
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
思
い
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
国
際
活
動
に
よ
っ
て
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

強
い
決
意
な
ど
を
力
説
さ
れ
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
知
茗
渓
会
と
し
て
は
、
県
内
七
つ
の
地
区
や
教
科
ご

と
の
会
合
⽝
茗
友
会
（
保
健
体
育
科
）⽞⽝
愛
語
会
（
国
語
科
・
英

語
科
）⽞⽝
茗
数
会
（
数
学
科
）⽞
や
⽝
筑
波
大
学
卒
業
生
の
会
⽞
等

に
対
し
て
支
援
・
助
成
を
行
い
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
新
た
に
⽝
茗
渓
会
愛
知
支
部
女
性
の
会
⽞⽝
地

歴
・
公
民
科
の
会
⽞⽝
理
科
・
農
業
科
の
会
⽞
が
発
足
し
、
第
一
回

を
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
県
全
体
で
行
う
総
会
と
各
種
会
合
の
両
面
か

ら
地
域
活
動
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
と
も
に
、
今
後
は

様
々
な
業
種
の
同
窓
会
員
と
の
絆
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
な
活
動

へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
秋
田
茗
渓
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

愛
知
茗
渓
会
活
動
報
告

茗
渓
・
東
西
南
北

平
成
二
十
八
年
度
の
秋
田
茗
渓
会
総
会
は
七
月
二
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
総
会
の
開
催
を
大
き
な
事
業
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
今
回
は
二
十
五
名
の
参
加
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
と
代
議
員
報
告
が
会
長
（
支
部
長
）
か

ら
な
さ
れ
、
議
事
と
し
て
事
務
局
か
ら
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
田
幸
一
先
生
（
昭
和
二
十
三
年
理
三
）・
小
島
貞
明
先
生

（
昭
和
三
十
二
教
大
農
経
）
を
は
じ
め
、
近
況
等
の
ス
ピ
ー
チ
や
懐

か
し
い
歌
声
な
ど
も
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う

間
に
経
過
し
ま
し
た
。
終
り
に
は
、
全
員
で
肩
を
組
み
、
安
田
大

介
氏（
平
成
八
年
筑
体
）の
エ
ー
ル
に
よ
る
指
揮
に
合
わ
せ
て⽛
宣

揚
歌
⽜
を
斉
唱
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
年
度
に
向
け
、
再
会
を
約
束
し
楽
し
み
に
し
、
散
会
し

ま
し
た
。

毎
年
、
総
会
へ
の
参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た

参
加
人
数
減
少
の
傾
向
も
見
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に

は
事
務
局
が
学
校
に
勤
務
し
な
が
ら
の
運
営
状
況
で
も
あ
り
、
会

の
盛
り
上
げ
や
情
報
共
有
・
発
信
の
充
実
は
難
し
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
後
、
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
な
ど
で
増
加
を
目

指
す
こ
と
や
会
員
相
互
の
横
の
連
携
な
ど
で
、
特
に
若
い
会
員
の

参
加
を
促
し
た
い
も
の
で
す
。

今
後
も
、
本
会
の
活
性
化
を
目
標
に
掲
げ
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
茗
渓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

講演する中森康弘氏

全員で⽛宣揚歌⽜斉唱



15

大
阪
も
他
の
地
域
と
同
様
に
従
来
の
支
部
組
織
を
そ
の
ま
ま
継

承
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
名
簿
リ
ス
ト
に
は
⚑
、⚓
⚗
⚙

名
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
28
年
に
総
会
案
内
を
送
付
し

た
会
員
数
は
969
名
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
会
費
の
納
入

を
頂
い
た
会
員
は
支
部
会
費
の
み
の
納
入
者
を
合
わ
せ
て
も
93
名

の
方
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
会
員
名
簿
の
更
新
も
懸
案
事
項
の
一
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
財
政
面
か
ら
も
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
、

会
員
の
名
簿
管
理
の
非
常
に
難
し
い
状
況
で
転
入
出
の
把
握
も
正

確
に
行
え
な
い
実
情
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
幹
事
の
皆
様
の
ご
努

力
に
よ
っ
て
毎
年
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
女
性
会
員
の
み
の
親
睦
会
茗
香
会
も
活
動
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
26
年
か
ら
は
体
育
出
身
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
茗

友
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
合
同
で
大
阪
茗
渓
会
総
会
、
茗
友

会
総
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
25
年
度
に
は
奈
良
茗
渓

会
の
お
誘
い
で
交
流
を
始
め
、
そ
れ
以
降
講
演
会
の
案
内
を
近
畿

圏
の
皆
様
に
は
お
送
り
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度
、
平
成
28
年
度
の
総
会
の

様
子
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
総
会
は
一
部
総
会
、
二

部
講
演
、
三
部
懇
親
会
と
い
う
構
成
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
総

会
に
は
毎
年
江
田
先
生
に
ご
来
阪
い
た
だ
い
て
お
り
先
生
の
お
元

気
な
お
姿
に
会
員
は
い
つ
も
お
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平

成
26
年
は
28
名
の
出
席
で
、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長

森
岡
祐
策
氏
に
⽛
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
現
状
に
つ
い
て

⚒
⚐
⚒
⚐
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

と
い

う
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
27
年
は
26
名
の
参
加
で
、
副
学
長
の
玉
川
信
一
先
生
に
お

い
で
い
た
だ
き
、⽛
大
学
の
現
状
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
⽜
と
い
う

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が

東
日
本
大
震
災
の
お
見
舞
い
の
寄
付
金
も
お
渡
し
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
は
29
名
の
参
加
の
も
と
平
成
18
年
体
育
専
門
学
群
卒

で
摂
南
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
横
山
喬
之
先
生
に
⽛
世
界

柔
道
形
選
手
権
優
勝
ま
で
の
足
跡
と
茗
渓
会
員
と
し
て
柔
道
家
と

し
て
私
に
で
き
る
こ
と
⽜
と
い
う
題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
茗
渓
会
活
動
報
告

毎
年
講
演
会
で
は
大
変
貴
重
で
興
味
深
い
お
話
が
伺
え
、
懇
親

会
で
は
江
田
先
生
を
囲
み
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
あ

っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
人
の
繋
が
り

が
難
し
い
時
代
で
す
が
同
窓
の
絆
は
大
変
貴
重
で
あ
り
が
た
い
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
阪
茗
渓
会
が
出

会
い
と
絆
を
強
め
る
場
を
提
供
し
続
け
、
ま
た
同
窓
会
活
動
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
知
恵
と
工
夫
を
だ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
幹
事
一
同
考
え
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
に
大
阪
茗
渓
会
が
魅
力
あ
る
会
と
し
て
認
め
て
い
た

だ
き
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⽛
単
刊
回
顧
⽜
～
北
原
保
雄
主
要
著
作
前
文
跋
文
集
～

著

者
：
北
原
保
雄
(35
年
教
大
国
･41
院
修
日
文
)

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
版

全
頁

編
集
・
発
行
：
北
原
保
雄
(筑
波
大
学
元
学
長
）

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚗
年
⚑
月
⚗
日

⽛
八
十
歳
に
な
っ
た
の
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
上

梓
し
た
単
行
本
の
序
文
（
ま
え
が
き
）
や
跋
文
（
あ
と
が

き
）
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
、
私
が
関
係
し

た
単
行
本
で
も
私
が
序
文
や
跋
文
を
書
い
て
い
な
い
も
の

は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
興
味
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。⽜

目
次
概
要

⚑
日
本
語
学
・
日
本
文
法
研
究
関
係

⚒
狂
言
研
究
関
係

⚓
日
本
語
史
研
究
関
係

⚔
辞
書
編
纂
関
係

⚕
退
官
記
念
論
文
関
集
係

⚖
児
童
・
生
徒
向
け
著
書
関
係

⚗
啓
蒙
書
・
一
般
書
等

入
手
方
法
：
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
茗
渓
会
事
務
局
)

著 書 紹 介


平成27年度総会参加者

平成28年度総会
講演する横山喬之氏



本
学
Ｏ
Ｂ
が
、
学
生
起
業
家
の
育
成
を
支
援

本
学
で
は
、
経
営
や
起
業
に
携
わ
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ら
が
講
師
を
務
め
る
起
業
家
養

成
講
座
⽛
筑
波
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ

ン
プ
⽜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

12
月
21
日
に
は
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

通
年
の
講
座
を
締
め
く
く
る
⽛
起
業
プ
ラ

ン
発
表
会
⽜
が
開
催
さ
れ
、
受
講
生
が
自

ら
の
起
業
プ
ラ
ン
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
本

学
Ｏ
Ｂ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
は
⽛
実
現
可
能
性
⽜⽛
独
創

性
⽜⽛
事
業
成
長
性
⽜⽛
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
力
⽜
の
⚔
つ
の
指
標
で
評
価
さ
れ
、
平
成
28
年
度
の
最
優
秀

賞
に
体
育
専
門
学
群
⚒
年
木
村
友
輔
さ
ん
の
事
業
プ
ラ
ン
、⽛
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
共
有
サ
ー
ビ
ス
⽝
シ
ェ
ア
ト
レ
⽞⽜
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
Ｃ
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
社
長
の
森

川
亮
客
員
教
授
か
ら
賞
状
と
優
勝
カ
ッ
プ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
春
、
3
つ
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
新
た
に
始
動

■
山
岳
科
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

信
州
大
学
、
静
岡
大
学
、
山
梨
大

学
と
連
携
し
て
山
岳
域
の
様
々
な
環

境
問
題
の
解
決
や
持
続
的
な
管
理
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
各
大
学
の
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
等
で
幅
広
い
分
野
に
お
よ

ぶ
教
員
の
指
導
の
も
と
、
実
習
や
研

究
を
す
る
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

学
位
：
修
士
（
山
岳
科
学
）

■
教
育
学
（
国
際
教
育
）
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
教
育
の
分
野
を
牽
引
す
る
教
員
及
び
研
究
者
と
な
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
含
む
国
際
的
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
教
授
法
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

学
ぶ
と
と
も
に
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
員
資
格
が
取
得
で
き
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
学
位
：
修
士
（
教
育
学
）

■
博
士
（
公
衆
衛
生
学
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
⚓
年
制
博
士
課
程
）

国
立
保
健
医
療
科
学
院
と
の
連
携
に
よ
り
、
公
衆
衛
生
教
育
の

国
際
基
準
に
準
拠
し
た
専
門
領
域
に
加
え
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
・
心
理
な
ど
健
康
関
連
の
学
祭
領
域
を
広
く
学
び
、
高
度
な

研
究
と
実
践
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
学
位
：
博
士
（
公
衆

衛
生
学
）

理
系
の
女
子
を
応
援
、リ
ケ
ジ
ョ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

⚒
月
18
日
、
理
系
の
魅
力

を
発
見
し
、
進
路
に
対
す
る

不
安
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
、

女
子
中
高
生
や
保
護
者
、
中

学
高
校
の
教
員
向
け
春
季
リ

ケ
ジ
ョ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

⽛
思
い
描
こ
う
、語
り
合
お
う
、

体
験
し
よ
う
、
未
来
を
！
…

悩
め
る
リ
ケ
ジ
ョ
と
家
族
の
た
め
に
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。
茨
城
、

東
京
の
ほ
か
新
潟
や
福
井
な
ど
か
ら
、
生
徒
33
人
、
保
護
者
・
教

員
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
研
究
所
の
見
学
・
体
験
、
女
性

研
究
者
を
囲
ん
だ
座
談
会
の
ほ
か
、
保
護
者
・
教
員
向
け
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
理
系
選
択
な
ど
に
関
す
る
講
演
会
・
情
報
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
海
外
留
学
支
援
事
業

は
ば
た
け
！
筑
大
生

⽛
海
外
武
者
修
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
帰
国
報
告
会

⚓
月
⚓
日
、
海
外
武
者
修
行
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
帰
国
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
17
件
が
採
択
さ
れ
、

当
初
の
計
画
に
沿
っ
て
海
外
で
の
交

流
・
研
修
活
動
を
行
っ
た
学
生
ら
が
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
⽛
武
者
修

行
⽜
を
報
告
し
ま
し
た
。

伊
藤
眞
副
学
長
、
三
明
康
郎
副
学
長
、

玉
川
信
一
副
学
長
、
石
野
利
和
副
学
長
、

西
川
博
昭
副
学
長
・
附
属
図
書
館
長
、

德
永
保
大
学
執
行
役
員
、
金
保
安
則
大

学
執
行
役
員
、
河
瀨
眞
琴
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
モ
ン
ズ
機
構
・
国
際
交
流
支
援

部
門
長
ら
、
多
く
の
教
職
員
が
出
席
し
、

武
者
修
行
の
成
果
に
つ
い
て
質
問
や
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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大
学
日
本
一
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

イ
ン
カ
レ
⚓
連
覇
!!

平
成
28
年
度
海
外
留
学
支
援
事
業

は
ば
た
け
！
筑
大
生

⽛
海
外
武
者
修
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
帰
国
報
告
会

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
田
嶋
幸
三
氏
が
来
学

⚒
月
14
日
、
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
会
長
で
本
学
Ｏ

Ｂ
の
田
嶋
幸
三
氏
が
来
学

さ
れ
、
永
田
恭
介
学
長
と

懇
談
し
ま
し
た
。

選
手
、
指
導
者
と
し
て

活
躍
し
、
現
在
は
国
際
サ

ッ
カ
ー
連
盟（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

理
事
な
ど
の
要
職
も
務
め
、

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
の

サ
ッ
カ
ー
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

田
嶋
氏
と
、
自
他
と
も
に
認
め
る
大
の
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
の
永
田
学
長
。
草
の
根
レ
ベ
ル

の
普
及
活
動
か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
者

養
成
ま
で
、
互
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な
経
験
談
も

交
え
な
が
ら
、
幅
広
い
サ
ッ
カ
ー
談
議
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

田
嶋
氏
は
こ
の
後
、
体
育
学
専
攻
セ
ミ
ナ

ー
に
て
講
演
し
、
学
生
・
教
員
に
向
け
て
、

期
待
や
希
望
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。







































筑
波
大
学
は
い
ま

筑
波
大
学
は
い
ま

田
嶋
幸
三
会
長
(右
)と
永
田
恭
介
学
長

エ
ン
パ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ
で
Ｖ
Ｒ
体
験

この懇談の模様は、本学ホームページ
に掲載されています
http://www.tsukuba.ac.jp/president/
talk/indexõhtml



Ｓ
Ｓ
研
究
・
個
人
研
究
発
表
会
(後
援
：
筑
波
大
学
)

表
記
発
表
会
が
⚒
月
⚓
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
⚑
月

に
筑
波
大
学
・
大
学
会
館
を
会
場
に
第
⚑
回
を
開
催
し
、
今
回
が

⚙
回
目
で
す
。
第
⚔
回
か
ら
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
⽛
Ｓ
Ｓ
研
究
⽜
発
表
が
加
わ
り
ま
し
た
。
大
学
会
館
の
改
修
工

事
の
関
係
で
、
今
回
は
学
校
を
会
場
と
し
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
田
代
校
長
の
挨
拶
に
続
き
、
筑
波
大
学
副
学
長

伊
藤
眞
先
生
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
生
徒
発
表
は
、
⚑

月
に
⚖
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
海
外
研
修
報
告

で
、
タ
イ
国
で
実
施
し
た
地
学
分
野
・
恐
竜
化
石
調
査
で
し
た
。

分
科
会
（
⚗
会
場
）
は
口
頭
発
表
で
、
Ｓ
Ｓ
研
究
（
理
系
分
野

⚓
会
場
）
個
人
課
題
研
究
（
文
系
・
芸
術
系
⚔
会
場
）
29
名
が
発

表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
は
筑
波
大
学
の
先
生
方
が

座
長
と
し
て
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
発
表
者
へ
の
助
言
ご
指
導
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

口
頭
発
表
終
了
時
間
を
待
ち
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
始
ま
り
ま
す
。

発
表
数
は
、
Ｓ
Ｓ
研
究
11
名
、
個
人
課
題
研
究
21
名
、
科
学
部
や

Ｓ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
他
の
研
究
調
査
団
体
⚘
で
し
た
。

一
般
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
校
の
先
生
方
や
保
護
者
、
関

心
を
持
っ
た
一
般
の
方
々
も
来

校
し
、
本
校
生
徒
に
交
じ
っ
て

発
表
を
聞
き
、
質
問
も
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
の
で
、
発
表
者
は

緊
張
も
し
ま
す
が
ま
た
と
な
い

学
び
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
研
究
は
、
⚗

月
に
中
間
発
表
（
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
）
が
課

せ
ら
れ
、
12
月
の
本
論
文
提
出

と
全
員
発
表
会
を
経
て
優
秀
発

表
者
が
選
ば
れ
、
こ
の
日
の
発

表
と
な
り
ま
す
。

開
校
以
来
38
年
間
、
本
校
の

教
育
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
生

徒
の
一
人
ひ
と
り
が
興
味
関
心
の
あ
る
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

研
究
の
手
順
を
学
び
、
実
験
・
実
習
、
訪
問
調
査
を
行
い
、
分
析

し
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
な
ど
懸
命
に
努
力
し
ま
す
。
得
ら
れ

た
知
見
を
整
理
し
分
か
り
や
す
く
伝
達
す
る
力
も
養
い
ま
す
。
昨

年
末
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
関
わ
っ
て
示
さ
れ
た
答
申
に
⽛
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
工
知
能
の

台
頭
で
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
答
え
の
な
い
問
題
に
主
体
的

に
取
り
組
む
力
の
育
成
⽜
と
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ね
ら
い
に
も

充
分
応
え
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
を
、
更
な
る
高
み
へ
と
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ー
ク

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
と
の
交
流

⚒
月
18
日
、
中
学
⚓
年
⚒
月
の

行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た

CrossCulturalT
alk（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
つ
く
ば
市

に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
得
て
、

海
外
か
ら
研
修
生
と
し
て
来
日
し

て
い
る
方
々
（
今
回
の
参
加
者
は

イ
ラ
ン
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
20
カ

国
、
農
業
関
連
や
地
震
関
連
の
研

究
者
50
名
）
を
お
迎
え
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
方
と
の
生
の
交
流
を
通
し
て
世
界
の
国
々
を
知
り
、

か
つ
日
本
を
伝
え
る
と
い
う
活
動
で
す
。
今
回
で
35
回
を
数
え
、

長
く
続
く
交
流
活
動
で
す
。

生
徒
は
学
級
班
を
単
位
に
36
班
に
分
か
れ
、
英
語
の
授
業
を
使

っ
て
事
前
の
準
備
を
し
、
自
分
達
の
班
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
方

の
国
の
こ
と
を
調
べ
、
質
問
を
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
全
員
が
分

担
し
て
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
（
⚓
分
以
内
）
を
行
う

の
で
、
班
ご
と
に
調
整
し
な
が
ら
各
人
が
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
考
え

ま
す
。
当
日
は
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
も
楽
し
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
身
振
り
手
振
り
も
交
え
た
英
語
で
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行

わ
れ
活
気
の
あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(11～⚒月）
【中学全国大会】
◎中学ラグビー部：東日本大会（12月東京
開催）優勝、全国ジュニアラグビー大会
（年末大阪開催）⚕位
【高校県大会】
◎高校ラグビー部：第96回全国大会（花園
ラグビー場）⚓回戦進出（ベスト16）、第
18回全国選抜大会⚒年連続10回目出場
（⚔月上旬熊谷ラグビー場）
【高校県大会、関東大会】
◎高校ラグビー部：県新人大会優勝、関東新人
大会⚓位

【文化部】
◎美術部：第61回全日本学生美術展・最優秀団
体賞（27年連続受賞）、個人賞・推奨⚕名特選
⚒名佳作22名39作品（美術部員以外授業作品
⚔名含む）、第60回旺文社主催全国学生サイ
エンスコンクール・学校特別功労賞（中学）、
絵画部門中学銀賞⚑入選⚒・高校入選⚒
◎書道部：日本学書展・特選⚕名準特選16名入
選⚙名、大東文化大学全国書道展・優秀団体
賞（23年連続）学長賞⚑名推薦賞⚔名特選18
名他多数、茨城新聞学生紙上展・水戸市長賞
⚒名優秀賞⚘名、茨城県高校芸術祭書道部・
特別賞⚑名入選⚔名
◎科学部生物班：第60回日本学生科学賞（中央
審査）高校の部優秀賞・研究題⽛根の触覚
ハツカダイコンの根の⽛障害物⽜は何か ⽜

◎第23回英語読み上げ算競技全国大会で日本
一：中学⚒年⚒名が出場し優勝、準優勝

伊藤眞筑波大学副学長からは生徒達にも
激励のお言葉をいただきました

タイ国恐竜化石調査報告：
参加者⚖名が英語で発表した

口頭発表：テーマは⽛植物の成長効率
をフィボナッチ数列で考える⽜、発表
者は科学部員ではなくバドミントン部
所属、千葉大学主催の高校生理科研究
発表会でも発表した

ポスター発表：⽛国際協力活動を現場
で学ぶ⽜ラオスでの研修(希望者参加)
報告

ＣＣＴ：会場は本校第⚒食堂。生徒達
はきれいに飾り付けをし、ゲストをお
迎えする
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会費完納会員の皆さまへ
平成29年⚔月15日

一般社団法人 茗 渓 会
理事長 江 田 昌 佑

平成29年度⽝茗渓フェロー⽞
ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していく
ために、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学に
わたる多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実
業界に活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携
を強化することを目的として、⽛茗渓会拡充キャン
ペーン⽜を推進し、その一つとして会費完納会員を
対象として⽛茗渓フェロー⽜を創設いたしましたと
ころ、これまでに多数の方からのご協力をいただい
ております。誠にありがとうございます。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会へ
のご支援をいただき、これまで本会を支えていただ
きましたことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生
に一層の支援をすることは勿論ですが、本会の老・
壮・青の力を集めて大きく発展することを期してい
ます。そのためにも、皆さまには本年度もご協力を
お願い申し上げる次第でございます。

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて

⽛茗渓フェロー⽜として皆さまからの寄付を仰ぎ、今
後の茗渓会の運営に寄与していただくことを目的と
いたします。

⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間

⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上
⚖月と12月にお送りする払込取扱票に所定事
項をご記入の上、郵便局窓口またはATMか
ら送金してください。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘桁
の番号）

⚓ 納入口数に応じて記念品を贈呈するとともに、
季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたしま
す。

茗渓会が主催する顕彰事業は、茗渓創基130周年を記念
して始められた公益事業です。平成29年には第16回を迎え
ます。
顕彰対象は、地域社会にあって広く社会に貢献している

青少年や一般社会人とします。
今回も、顕彰候補者を広く全国的な視野から積極的に発

掘し、下記の要領により推薦してください。
ただし、公益事業としての趣旨から、政治家、現職の公

務員等は避けるほか、現在、本会の本部、地域組織等の役
職に在る者は対象外とします。なお、本会会員であって役
職にあるものでも、その社会貢献の実績が、社会的に評価
されている場合は、候補の対象から除かないものとします。
平成24年度からは、従前の、筑波大学の芸術関係学生へ

の顕彰に併せて、社会貢献を進めている大学院生で、大学
当局から推薦された大学院生等も対象にしました。
また、社会的客観性を高めるために、当該地の教育委員

会、新聞社（支局等を含む）、放送局あるいは関係団体、有
識者、本会会員の提案、参考意見等を積極的に求めてくだ
さい。

⑴ 顕彰対象 社会貢献活動者、芸術創造活動(作品)者等。
⑵ 推 薦 全国の代議員、地域組織等（代表者）、本部

理事等から候補者を推薦する。推薦にあた
っては、世代、地域、職域、あるいは学内
にあっては芸術、スポーツ、また、社会貢
献度、研究成果等を考慮する。

⑶ 選 考 一般の社会貢献者は、推薦された候補者の
中から、選考委員会において顕彰対象者を
選考する。選考委員会は、当該担当の副理
事長を座長とし、理事会内に設けられてい
る各委員会の委員長を内部委員とし、理事
長が委嘱した有識者を外部委員として構成
する。
なお、筑波大学生、大学院生に関しては、

学内に設置された選考委員会の結果を尊重
する。

⑷ 推薦締切 一般候補者の推薦締切は、平成29年⚙月末
日、学内締切は、平成30年⚒月末日として、
関係書類を事務局へ提出されたい。

⑸ 顕彰式等
(茗渓会賞)

一般顕彰者を本部に招いて、顕彰式、賀会
を行い、大学院生関係者は学位授与式等に
併せて行う。
また、顕彰者の推薦記録等を中心に記載

したʠ顕彰録ʡを作成して、本部に長く保
存するとともに、本人をはじめ国会図書館
等の関係方面に贈呈する。
一方、顕彰受賞者の社会貢献活動の概要

等を、季刊誌⽛茗渓⽜に掲載して、広報・
周知を図る。

第16回 顕彰⽛茗渓会賞⽜候補者の
推薦依頼について
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茗渓フェロー 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2016年⚙月21日～2017年⚓月20日
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⿆東京教育大学農学部農学科 昭和42年⚓月卒クラス会
と き 平成28年⚙月⚕日(月)～⚖日(火)
ところ 越後湯沢温泉
私達のクラスは毎年クラス会を開催しており、東京の時は著渓会
館で、時にはメンバーの出身地開催としております。昨年は新潟県
が当番で、県境の越後湯沢温泉で開催し、各地から12名が元気に集
まりました。翌日は晴天に恵まれ、湯沢高原を散策し、盛会裏に終
了しました。写真は湯沢高原ロープウェイ頂上駅の脇での記念撮影
です。 （写真・文責：内藤榮樹)

⿆筑波大農林学類⚓期生会
と き 平成28年11月20日(日)
ところ 茗渓会館
卒業以来36年ぶりに会う方々が多数いて、盛り上がりました。24
名参加で、今後も年⚑度は開催しようと約して散会しました。

写真：宮越(佐久間)リカ、文責：渡辺(草間)悟

⿆茗数会(静岡県)総会
と き 平成28年11月26日(土)
ところ マイホテル 竜宮
静岡県では、茗溪の会員で高等学校の数学の教員で⽛茗数会⽜を

組織しています。会員は現在85人で、毎年、11月の最終か12月の初
旬に総会を開催しています。近況報告の中では、日頃の数学の研修
の発表もあり、充実した時間を過ごすことができました。

会長：井出朋之 平成28年度幹事：吉川昭宏・石原 諭
(写真・文責：髙田道雄)

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆平成28年度東茗会例会
と き 平成28年12月⚓日(土)
ところ 池袋西口⽛北海道⽜にて
東茗会は東京高等師範学校、東京文理科大学、東京教育大学、筑

波大学で東洋史を専攻し、都内の学校に勤務する教員とOBの親睦
会です。出席者は30代から70代後半まで幅広く、世代を超えていつ
も学生時代の昔話や歴史教育の展望まで豊富な話題で楽しく盛り上
がっています。

⿆東京教育大学理学部数学科 昭和37年入学クラス会
と き 平成28年11月25日(金)
ところ 茗渓会館
昭和37年入学し、卒業50年記念のクラス会を開催しました。遠く
愛媛県をはじめ静岡県、長野県からも参集して13名が集まり、昔話
や現在の活動状況など話は弾みましたが、体調や健康の問題にも自
然に話題が移るようにもなりました。ほぼ⚑年おきに開催してきま
したが参加者も減少傾向、でも、次は⚒年後といわず来年の夏に集
まろうとのことで散会しました。 （幹事：小畠正徳)

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せ下さい。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。会
の模様を紹介する文章は31字×⚕行以内でお願
い致します。
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⿆東京教育大学農学部生物化学工学科 昭和42年入学同期会
と き 平成29年⚒月25日(土)
ところ 銀座 Sun-mi高松本店
卒業後初めての同期会は、還暦直後に開催。次は平成26年実施。

今回は、入学して50年の節目を祝い集まりました。入学者28名のう
ち24名と連絡がとれ、20名が出席できました。これも、ひとえに名
幹事常盤君のお陰です。新しい分野で活躍している近況報告もあ
り、皆勇気づけられました。 （写真：林田、記：原)

⿆昭和46年度入学東京教育大学農学部農村経済学科同窓会
と き 平成29年⚒月18日(土)
ところ 茗渓会館
平成22年以来⚖年ぶりの同窓会、42年ぶりの人も。全28名のうち
福岡・名古屋・長野・福島からや女性の参加もあり、皆が驚く18名
の出席。そろそろ仕事もリタイアし、高齢者を意識するが、心はま
さに⽛准高齢者⽜（高齢者の準備期）、元気がいい。久しぶりに学生
時代に戻ったかのように、近況報告など楽しい懇談となった。二次
会・三次会まで盛り上がり、⚓年後を約束して散会した。

（仙波操 記)

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

国立大学の挑戦⽑ 筑波大学を再び箱根駅伝の舞台へ
筑波大学では、2011年から始まった⽛筑波大学箱根駅伝復活プロジェクト⽜を成就させるべく、2015年度に
弘山勉氏（本学卒・元資生堂ランニングクラブ監督）を招聘し、チーム強化を 本格的にスタートさせました。
その成果は早くも表れ、5ó000ｍで⚓年生の森田が筑波大学新記録を樹立するなど、上位10人の5ó000ｍ平均タ
イムは、この⚒年で20秒以上も短縮しています。⽛筑波大学で箱根路を！⽜と意気込む有望な高校生の入学も
年々増えており、プロジェクトの進度は加速感を増してきています。しかし、⽛選手をサポートする体制がまだ
まだ貧弱である⽜と弘山氏が話すように、巨額の資金を投入して力を入れる私学との差を埋めるのは容易なこ
とではありません。確かな指導者と有望な学生が揃ってきたと言っても、筑波大学の箱根駅伝復活に向けては、
依然として茨の道のままです。多くの卒業生が力を合わせることで、予選会通過という厳しい階段を一段一段
上ることができるはずです。箱根駅伝を創設したのは東京高等師範学校の功績であり、記念すべき第⚑回優勝
校は東京高師です。その舞台に筑波大学は欠かすことのできない存在であるべきなのです。東京高師から受け
継がれるDNAを後世（筑波大学の教員・学生）に引き継ぎながら、筑波大学の真の力を世に示す絶好の機会と
なるのが国民的スポーツイベントなった箱根駅伝です。本学の栄誉と今後の繁栄のために、本学の箱根駅伝復
活を卒業生の力で成就しようではありませんか。
本学の箱根駅伝復活プロジェクトの活動はホームページでご覧ください。

【箱根駅伝復活プロジェクト】
http://tsukuba-hakone.win/
このページで寄附も受け付けています
ので、皆様方のご協力をよろしくお願い
申し上げます。

【支援・寄附】
http://tsukuba-hakone.win/futureship/

【問合せ先】
学生部 金澤 好実
029-853-2247
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平成28・29年度 一般社団法人茗渓会 代 議 員 一 覧
推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
筑 波 大 松村 明 昭55筑医専
筑 波 大 山本 哲哉 平⚑筑医専
附 属 校 小山 浩 昭54筑体
北 海 道 山本 伸弘 昭52教大健
北 海 道 大沼 寛 昭47教大武
青 森 滝口 孝之 昭55筑体
岩 手 平藤 淳 昭54筑体
宮 城 松坂 孝 昭55筑体
秋 田 越後谷真悦 昭55筑体
山 形 津田 浩 昭58筑一自
福 島 鈴木 弘文 昭46教大米
茨 城 郡司 丈児 昭53筑一人文
茨 城 広瀬 茂 昭57筑三社工
茨 城 鈴木 一弘 昭58筑修教
茨 城 高瀬 宏樹 昭55筑一自
茨 城 仙波 操 昭50教大農経
茨 城 武井 秀一 昭51教大化
茨 城 中島 博司 昭57筑一人文
栃 木 宇田 貞夫 昭52教大応数
栃 木 齋藤 宏夫 昭58筑修教
群 馬 市川 敏美 昭57筑二比文
群 馬 福島 実 昭56筑二農林
埼 玉 荒井 修二 昭25理三
埼 玉 相澤 鎭夫 昭27理三
埼 玉 奥谷 多作 昭34教大工芸
埼 玉 矢島 章司 昭35教大体
埼 玉 前嶋 富雄 昭47教大木工
千 葉 小宮山伴与志 平⚑筑博体
千 葉 青木 寛 昭48教大武
千 葉 内藤 秀子 昭53筑体
千 葉 猿渡 末治 昭55筑一自
足 立 田原 章孝 昭51教大応数
荒 川 井上 芳明 平⚑筑体
板 橋 竹村 恭一 昭56筑一自
大 田 飯島 睦子 昭56筑修教
葛 飾 渡邉 悟 昭62筑博農

一般社団法人 茗渓会(第六回）

平成29年度 定時総会開催のご案内
日 時：平成29年⚕月25日(木) 午後⚑時30分から

場 所：茗渓会館二階⽛茗渓⽜の間

議 題：平成28年度事業報告、決算報告、平成29年度事業計画(案)予算(案)及び補充役員選
出。また、総会終了後、懇談会を予定しております。

推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
北 村松 広英 昭57筑一社会

江 東 三保 和彦 昭59筑一自
品 川 真当 哲博 昭57筑二人間
新 宿 浅井 一郎 昭55筑一人文
杉 並 奈良 隆 昭53筑体
墨 田 上村 肇 昭55筑一社会
世 田 谷 徳田 安伸 昭55筑二農
台 東 柳 久美子 昭50教大体
千 代 田 戸谷 賢司 昭48教大体
中 央 中村 穎司 昭35教大国
豊 島 久保 淳 昭56筑体
中 野 浦部 利明 昭56筑一人文
中 野 池田 浩二 昭57筑芸
練 馬 柴田 誠 昭55筑一自
文 京 塩津 真 昭62筑修経
港 笹 のぶえ 昭56筑二比文
港 松村 直樹 昭61筑三社工

目 黒 金田 喜明 昭56筑一人文
北多摩北 守屋 一幸 昭52教大文
北多摩南 初見 豊 昭52教大農
西 多 摩 小林三代次 昭51教大英
神 奈 川 嵐 實 昭29教大農化
神 奈 川 小山 和夫 昭33教大教
神 奈 川 京野 勝 昭40教大農化
神 奈 川 佐々木悦子 昭46教大体
神 奈 川 本木 幹雄 昭50教大体
神 奈 川 望月 正大 昭51教大数
神 奈 川 大畑多津雄 昭52教大数
山 梨 菊島 良治 昭54筑一人文
山 梨 浅川 英三 昭57筑体
長 野 平野 吉直 昭54筑体
長 野 上原 睦徳 昭54筑一自
長 野 竹村 和也 昭57筑三基
新 潟 永井 成一 昭41教大法政
新 潟 内野 信昭 昭56筑体
富 山 坪池 宏 昭56筑二人間

推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
石 川 久下 恭功 昭49教大体
福 井 南部 則雄 昭53筑体
静 岡 丹治 正 昭56筑三基
静 岡 齊藤 浩幸 昭58筑二農林
静 岡 熊野 善介 昭55筑修教
愛 知 村松 利之 昭53筑体
愛 知 川村 昌宏 昭56筑一自
愛 知 竹下 裕隆 昭56筑一社会
岐 阜 大橋 則雄 昭57筑二人間
滋 賀 町田 登 昭47教大健
三 重 辻 昭司 昭55筑体
京 都 川合 英之 昭56筑体
大 阪 松本 秀範 昭53教修農林
大 阪 岡村多加志 昭55筑一自
大 阪 笹原 寿峰 昭56筑芸
兵 庫 林 啓司 昭53筑体
兵 庫 永井 邦治 昭54筑体
奈 良 谷垣 康 昭53第一人文
奈 良 松田 勝雅 昭54筑体
和 歌 山 土肥 二郎 昭57筑一自
鳥 取 小倉 健一 昭53筑体
島 根 松本 弘光 昭46教大体
岡 山 長尾 隆史 昭55筑体
広 島 大辻 明 昭47教大体
山 口 鍋井 邦久 昭38教大体
徳 島 安永 潔 昭55第二農林
香 川 高井 信一 昭55筑体
愛 媛 畑野 智司 昭55筑二生
高 知 下坂 速人 昭53筑体
福 岡 永沼 真紀 昭57筑体
佐 賀 野中 通兼 昭53筑体
長 崎 山口 千樹 昭60教二生
熊 本 川上 修治 平⚑筑修教
大 分 渚 洋行 昭53筑体
宮 崎 児玉 洋一 平⚒筑三社工
鹿 児 島 原口 和哉 昭56第一自
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茗渓会担当：常務執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  

わ
が
国
で
は
嘉
納
治
五
郎
と
い
う
と

⽛
柔
道
家
⽜⽛
講
道
館
柔
道
の
創
設
者
⽜
と

い
う
受
け
と
め
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
実
は
嘉
納
治
五
郎
は
筑
波
大

学
の
前
身
で
あ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
の

校
長
を
⚓
期
23
年
の
余
に
わ
た
っ
て
勤
め
、

わ
が
国
の
教
育
改
革
や
ア
ジ
ア
各
国
か
ら

の
留
学
生
の
教
育
、
そ
し
て
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人

物
で
す
。

ま
た
、
嘉
納
治
五
郎
は
、
わ
が
国
最
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
、
戦
争
で
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
⚑
⚙
⚔
⚐
年
(昭
和
15
年
)の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
を
成
功
さ
せ
る
な

ど
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た
国
際
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

筑
波
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
⚗
年
ほ
ど
前
に
大
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
嘉
納
治
五
郎
の

肖
像
彫
刻
と
同
じ
も
の
が
設
置
さ
れ
、
筑
波
大
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
嘉
納
治
五
郎
と
い
う
名

前
は
身
近
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
像
は
必
ず
し
も
正
し
く
受
け
と
め
ら
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。

わ
が
国
は
⚓
年
後
の
⚒
⚐
⚒
⚐
年
(平
成
32
年
)に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
教
育
の
現
場
で
は
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
活
動
や
柔
道
の
国
際
化
の
た
め
に
世
界
を
舞
台
に
活

躍
す
る
と
と
も
に
、
東
京
高
等
師
範
学
校
校
長
と
し
て
わ
が
国
の
教
育
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
嘉
納
治
五
郎
の
実
像
に
迫
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
い
ま
嘉
納
治
五
郎
か
ら
何
を
学
び
取
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
か
を
⚓
回
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

◇
第
一
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
世
界
の
文
化
に
し
た
い

～
嘉
納
治
五
郎
が
目
指
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
～

◇
第
二
回
⽛
精
力
善
用
⽜
と
⽛
自
他
共
栄
⽜

～
嘉
納
治
五
郎
が
求
め
た
柔
道
の
理
念
～

◇
第
三
回

教
育
の
こ
と
、
天
下
こ
れ
よ
り
偉
な
る
は
な
し

～
教
育
者
と
し
て
の
嘉
納
治
五
郎
～

【
夏
号
か
ら
の
シ
リ
ー
ズ
特
集
の
予
告
】

人
間
嘉
納
治
五
郎
を
語
る



定
時
総
会
開
催
の
ご
案
内

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
の
平
成
29
年
度
（
第
⚖
回
）
定
時
総
会

を
平
成
29
年
⚕
月
25
日
(木
)午
後
⚑
時
30
分
か
ら
、
茗
渓
会
館
⚒

階
⽛
茗
渓
⽜
の
間
で
開
催
致
し
ま
す
。
議
題
は
平
成
28
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
(案
)予
算
(案
)及
び

役
員
選
出
等
で
す
。

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月
号
を
同
封
し
ま
す

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月
号
を
今
年
も
同
封
致
し
ま
す
。
⚔
月
号

に
は
筑
波
大
学
へ
の
新
入
生
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
会
員

の
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
筑
波
大

学
の
様
子
も
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

茗
渓
会
か
ら
筑
波
大
学
支
援
の
助
成
金
を
贈
呈

本
会
で
は
筑
波
大
学
の
学
生
へ
の
助
成
金
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
茗
渓
会
賞
（
芸
術
部
門
）
と
卒
業
式
に
対
し

て
助
成
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

卒
業
予
定
学
生
の
就
職
活
動
に
ご
支
援
を

来
春
卒
業
予
定
の
筑
波
大
学
生
の
た
め
に
、
諸
先
輩
の
ご
指
導

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
］
筑
波
大
学
学
生
部
就
職
課

企
業
・
団
体
関
係

電
話

⚐
⚒
⚙

⚘
⚕
⚓

⚖
⚐
⚐
⚑

教
員
・
公
務
員
関
係

電
話

⚐
⚒
⚙

⚘
⚕
⚓

⚒
⚒
⚔
⚙

平
成
29
年
度
茗
渓
会
人
事
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
⚔
月
⚑
日
現
在
)

理
事
長

江
田

昌
佑

副
理
事
長
（
財
務
経
営
担
当
）

井
口

武
雄

副
理
事
長
（
同
窓
会
・
大
学
対
応
担
当
）
西
川

潔

常
務
理
事

高
野

力

事
務
局

大
塚
事
務
所

室
岡

和
彦
(所
長
)
岩
田

敏
昭

和
泉

千
代

前
田

三
郎
(非
常
勤
)

筑
波
事
務
所

立
山

雅
博
(所
長
)
大
森

哲
郎
(非
常
勤
)

野
崎

芳
恵
(非
常
勤
)

訂

正

•
前
号
（
平
成
29
年
正
月
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
26
⽛
秋
の
叙
勲
⽜
瑞
宝
小
綬
章

（
正
）
桐
生

貞
雄

（
誤
）
桐
生

貞
夫

Ｐ
26
⽛
秋
の
叙
勲
⽜
瑞
宝
小
綬
章

岩
見

恒
典

（
正
）⽛
春
の
叙
勲
⽜

（
誤
）⽛
秋
の
叙
勲
⽜
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平
成
28
年
春
の
叙
勲
（
追
記
）

（
正
）
東

冨
雄

（
誤
）
東

昌
雄
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平
成
29
年
⚔
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

東
京
教
育
大
学
の
卒
業
生
に
と
っ
て
な
じ
み
の
深
い
、
嘉
納
治

五
郎
の
像
が
立
つ
あ
の
占
春
園
が
、
い
ま
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い

て
、
立
ち
入
り
禁
止
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
た
め
、
先
般
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
が
筑
波
大
学
東
京
校

舎
を
訪
れ
た
際
に
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
嘉
納
治
五
郎
像
に
出
会
い
た
い
と
望
ま
れ
た
よ
う
で
す
が
、

そ
の
希
望
は
か
な
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
で
は
、
次
号
か
ら
嘉
納
治
五
郎
の
特
集
が
始

ま
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
い
ま
、
嘉
納
治

五
郎
像
の
立
つ
⽛
占
春
園
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
も
、
一
日
も
早
く
占
春
園
が
復
活
し
、
卒
業
生
だ
け
で
な
く

地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
憩
い
の
場
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
編
集
担
当

前
田
三
郎
)

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

多
く
の
学
生
の
姿
を
表
紙
に
載
せ
た
い
と
常
々
思
っ
て
き

た
が
、
最
近
は
ス
ナ
ッ
プ
で
も
難
し
い
。
今
回
も
若
干
心
配

だ
が
、
入
学
式
(⚒
⚐
⚑
⚔
年
)の
め
で
た
さ
に
免
じ
て
許
し

て
も
ら
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
主
役
は
真
ん
中
の
嘉
納
治
五
郎

像
で
あ
る
。
日
本
の
ロ
ダ
ン
と
も
喩
え
ら
れ
る
朝
倉
文
夫
作

の
自
然
で
、
す
き
が
な
い
立
ち
姿
で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
ど

こ
と
な
く
新
入
生
や
そ
の
父
母
に
囲
ま
れ
、
戸
惑
っ
て
い
る

よ
う
な
表
情
に
も
見
え
た
。
筑
波
大
学
に
こ
れ
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
生
誕
150
年
に
あ
た
る
⚒
⚐
⚑
⚐
年
で
あ
る
。
元
東

京
教
育
大
学
の
占
春
園
（
現
存
）
に
あ
る
嘉
納
像
と
全
く
同

じ
型
か
ら
鋳
造
し
立
て
ら
れ
た
。
中
央
図
書
館
前
の
中
村
晋

也
氏
（
日
本
芸
術
院
会
員
・
茗
溪
会
々
員
）
作
ミ
ゼ
レ
ー
ゼ

像
と
並
ん
で
筑
波
大
学
を
代
表
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
。

な
お
、
嘉
納
と
筑
波
大
学
の
深
い
関
係
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、

本
誌
に
お
い
て
次
号
か
ら
数
回
に
わ
た
り
嘉
納
治
五
郎
を
め

ぐ
る
特
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
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大塚英語教育研究会
入会歓迎！英語(文学･語学･教育)に興味ある方

筑波大文京校舎で月例の英文講読･講演等を実施
ホームページ http : //otsuka.news.coocan.jp/

代表 藤原 保明 昭48教修英平⚓筑博文言 
E-mail : yyysstpf@mail1.accsnet.ne. jp

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

公
開
講
座

⑴

東
京
地
区

（
そ
の
⚑
）

テ
ー
マ
：⽛
英
語
シ
リ
ー
ズ
⽜
第
15
回

講

師
：
藤
原
保
明
先
生

日

時
：
平
成
29
年
⚗
月
⚘
日
(土
)予
定

場

所
：
茗
渓
会
館

⑵

筑
波
地
区

（
そ
の
⚑
）

テ
ー
マ
：⽛
花
の
あ
る
暮
ら
し

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
・
2
⽜

講

師
：
西
川
綾
子
先
生

日

時
：
平
成
29
年
⚖
月
17
日
(土
)

場

所
：
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

（
そ
の
⚒
）

テ
ー
マ
：⽛
英
語
シ
リ
ー
ズ
⽜
第
16
回

講

師
：
藤
原
保
明
先
生

日

時
：
平
成
29
年
9
月
23
日
(土
)予
定

場

所
：
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

顕
彰
式

日

時
：
平
成
29
年
11
月

場

所
：
筑
波
大
学
大
学
会
館

追
悼
の
つ
ど
い

日

時
：
平
成
29
年
⚙
月
⚒
日
(土
)

場

所
：
茗
渓
会
館
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桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  6,200  休前日￥  7,200
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆�国際バカロレア（IB）認定校です�
2017 年 4 月から IBDP課程開始

◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

平成29年度公開行事

5月20日（土）　オープンキャンパス

6月10日（土）・11日（日）

桐創祭（文化祭）

6月24日（土）　帰国生説明会

7月  8日（土）　高校受験生対象学園説明会




